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注意 

・この資料は、著作権法（明治 32 年法律第 39 号）第 30 条から 47 条の 8 に該当

する場合、自由に利用 することができます。ただし、同法 48 条で定められるとお

り出所（著作権者等）の明記が必要です。 

・なお、現代では一般的ではない表現や、特定の個人・企業・団体に関する記述を含

め、必ずしも元所属組織による事実確認や公式な承認を経たものではない内容につ

いても、ご本人の記憶等に基づく一次資料であることの意義を重視し、改変や削除

などは施さずに公開しています。 

・山川氏以外の発言は「―― 」となっています。 

・はっきりと聞き取れなかった部分や、不明な箇所を「■■」とし、あいまいな部分

には「（？）」を付しています。 

※2026 年 1月 20日：注意書きの文言を一部修正しました。 

 

オーラル・ヒストリー 

〇イントロダクション 

――インタビュアーの遠藤諭です。 

 

――大石和江です。 

 

――本日は 2024 年６月 17 日です。これから、山川隆氏のオーラル・ヒストリーのイ

ンタビューをドワンゴ東銀座オフィスで行います。よろしくお願いします。 

 

山川：よろしくお願いします。 
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〇コロンビア大学東アジア研究所での研究と CompuServeとの出会い 

――１個目はですね、今回、パソコン通信、ニフティのお話を伺うんですけども、ま

ず発端として、日商岩井でお仕事をされていたと。 

 

山川：はい。 

 

――それから、82年から 84年ですか、コロンビア大学の東アジア研究所（：ウェザー

ヘッド東アジア研究所）というところにおられたんですか？ 

 

山川：はい。 

――アメリカにおられたということで、最初、CompuServe（：パソコン通信サービス

を提供するアメリカの会社。1969 年創業）とかに出会って、NIFTY-Serve につながっ

ていくと思うんですけど、当時、どんなお仕事をされていて、その東アジア研究所っ

て何だったのかとか、それから、CompuServe に対してどういうふうに出会って、どう

感じて、それが実際にその後のアクションにつながっていったのかという、発端につ

いてまずお願いします。 

 

山川：コロンビア大学の東アジア研究所というのは、アメリカの対アジア政策を立案

するとか、その分析をするところで、情報通信とはほとんど関係ないんです。私がそ

こに行ったのは客員研究員としてで、給料は日商岩井（：日商岩井株式会社）から出

るという形でした。そこで 2 年間、ベトナム戦争敗戦後のアメリカの対アジア政策を

立案して、次の政権の政策に役立てるというプロジェクトに加わっていました。日本

の商社としても、アメリカがこの後どう動くかということで勉強になることがたくさ

んあるだろうということで、研究員として派遣されたんです。 

84年の 8月に私の任期は終わり、85年から日本の通信市場が自由化される（：1985年

4 月 1 日、日本電電公社が民営化され、日本電信電話株式会社（NTT）が発足したこと

で自由化）ということで、一度、家族を連れて日本に帰りました。その後、もう 1 回

戻って、先に自由化した米国の通信市場（：1984年に米 AT&T社が分割）に関して、日

本でそれを参考にどういうことをやったらいいのか調べてこいというミッションを受

けたんです。 

当時、NTT（：日本電信電話株式会社）をはじめ、商社その他が同じように考えて、ア

メリカに調査団を送っていました。日商岩井は三和銀行グループということで、三和

銀行の調査団が来ていて、私は運転手兼、通訳兼、アポイント取りとか議事録取りで、

案内役として回っていました。 

たまたま、日商岩井米国会社のアメリカ人社員と一緒に行った先があって、調査団と

一緒にご苦労さん会をやったんです。日本食がいいというので、「あなた、アメリカ

人だから、わざわざ付き合わすのも気の毒だ」ということで、私が別途、別席で彼の

慰労をしました。そのとき、「ミスター山川」と呼びかけられて、「アメリカにはこ

ういうのがあるけれど、知ってる？」という話をしてくれたんです。それがパソコン

通信だったんですね。彼の息子さんがやっているということでした。 
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そのとき、私は初めて CompuServe というのを知りました。日本の調査団を連れて歩い

たんですけれど、どちらかというと、ビデオテックスとかデータベースとか、そうい

うものが多くて、まだ日本で見ていたのは、通信のトラフィックがどうなるかとか、

ビデオテックスどうなのと、ニューメディアに対して皆さんが注目していた時代でし

たから、そちらのほうに目が行っていて、パソコン通信というものにあまり目が行っ

ていなかったんです。実際に CompuServe に行ってみたら、「あなたのところは今ごろ

来たの」みたいな反応だったというところです。 

 

――それは 84年ということですか。 

 

山川：84年ですね。 

 

――それはじゃあ、いけそうだみたいな、そういう期待感を持たれたということです

か。 

 

山川：CompuServeにアポイントを取ったのは 84年中なんですが、実際に行ったのは 85

年 1 月になってからです。行って、先ほど申し上げたみたいに、「なんだ、日商岩井、

今ごろ来たのか」みたいな感じで、「ほかにはもっと来てるよ」みたいな話を聞いて、

これは出遅れたなと思いました。1回だけで諦めずに、「また行くけどちょっと相手し

てくれる？」みたいなことを言っておきました。 

私どもが担当者から聞いたのは、単にデータベースの代理店を日本に置きたいとかそ

ういう話ではないということでした。彼らが望んでいたのは、日本にちゃんとコンピ

ュータセンターを置いて、ネットワークのサービス提供者としてオペレーションをや

ってほしい、そのためにライセンスするんだという話でした。そういう点では、商社

が何社かアプローチしていたと思いますが、単に代理店的なイメージでアプローチし

ていたのがいくつかあったのではないかと思います。 

 

――いずれも商社的なものだったんですか？ 

 

山川：後、NTTが一緒になっているグループとか、ほかにもありました。 

 

――なるほど。CompuServe、元々、計算センターが本業だったのが、でも、パソコン

通信的な話で今のお話というのはあったんですか？もう既に。コンシューマー向けの。 

 

山川：はい。その当時、既に 8 万人とか 9 万人とかユーザーがいるということを書か

れていましたよね。 

 

――なるほど。 

 

山川：私、正確なタイミングは知らないんですが、アスキーさんで『パソコン通信ハ
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ンドブック』（：1985年３月発行）という。 

 

――はい。青本とか緑本とか。 

 

山川：そうですね。それが出ていて、そのころの CompuServe の利用者数というのは数

万人という規模で、そういうことが書かれていて、実際に私が 85 年 1 月に行ったとき

は、「いや、そんな数じゃないよ」と、「今、16 万人いるんだ」と言われました。そ

ういう時代でした。ただ、たかだか 16万人と。 

 

――山川さん的には、それをじゃあ、自社のビジネスにしようと、そのときもう思わ

れたという理解でよいですか？ 

 

山川：そうですね。 

 

――なるほど。 

 

山川：そういう急速に拡大しているサービスがあるのかと。これは単にデータベース

よりは面白そうだなと。当時、データベースはいくつかありましたけれど、既に丸善

さんとか紀伊國屋（：紀伊国屋書店）さんとか、代理店の権利をとっていましたし、

ほかにもいろんなサービスがあって、それも販売されていた。だから、そこに遅れて

参入しても大して面白くない。 

それから、いわゆるビデオテックスというのは、これは NTT、一生懸命やっていました

けど、本当にビデオテックスってブレークするんでしょうかという、ちょっとわから

ないなと思って見ていて。アメリカでビデオテックス（：利用者の要求に応じて画像

と文字情報を電話回線を通じて端末画面に提供するシステム）の会社を訪問していろ

いろ見てみても、そんなに大ブレークしている感じはしなかったんです。 

当時、アメリカで大きなパソコン通信サービスって三つあるといわれていた。

CompuServe と The Source と Delphi。Delphi のサービスを提供している会社は、会社

名がゼネラル・ビデオテックスといっていた。だから、ビデオテックスに対する期待

感というのは、当時、ニューメディアブームの最初のはしりのときはわりとあったん

じゃないのかなという感じは受けています。 

 

――そういう VAN（：Value-Added Network。既存の通信回線を利用したデータ通信サ

ービス）とか NAPLPS（ナプルプス）（：North American Presentation Level Protocol 

Syntax。ビデオテックスの国際規格の一つ）とかいろいろあったわけですけど、そう

いうのじゃない、パソコン通信的なものに対する期待感を山川さんご自身が感じた。

先ほど、始まる前に、「第三の波」（The Third Wave：1980年発表、アメリカの未来

学者アルビン・トフラーによる著書。個人主導の情報化社会を予見した）とか言って、

あれはまさに個人が主体性を持つ時代が来るみたいなことをうたってたわけですけど、

その可能性を感じられたという、そういう感じですか？ 
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山川：はい。 

 

――企業的なユースとか、そういう一方通行じゃないんだけど、ビデオテックス的な

情報提供じゃなくて、コミュニケーションをとるみたいな、そういうことですか。 

 

山川：ええ。 

 

――なるほど。 

 

山川：最初に CompuServe とコンタクトしたのは 85 年の 1 月なんですが、その帰りに

コロンバスの空港にいて、飛行機待っていたんです。コーヒーショップに入って待っ

ていたら、隣のテーブルでしゃべくっているアメリカ人がいるんです。それで、何の

気なしに聞いていたら、CompuServe の話をしているんです。「CompuServe はとてもス

マートな会社だ」と。「なぜならば、トラフィックの 70％はここから来ている」と。

70％、フォーラムから来ている。当時、全トラフィックの 70％をフォーラムで稼ぎ出

していますよ、それがネットワーク需要を支えているんだということを言っていた。

それで、「おお、フォーラム。そういえば、SIG（シグ）（：Special Interest Group。

パソコン通信などのネットワーク上で、特定のテーマやジャンルごとに意見や情報を

交換するグループのこと）のことですね」と思って、これは何かそういうノウハウが

あるのかなというふうに思って、その後、非常に調べたという感じになりますね。 

 

〇NIFTY-Serveの設立に向けた動向 

――なるほど。それが発端で、NIFTY-Serve設立までの次のところにいってよろしいで

すか？ 

 

山川：はい。 

 

――すごく当時の時代が僕も巻き戻ってきてますけど。NIFTY-Serve設立まではどんな

やり取りで、どういう経緯で、ああいう形になったんでしょうか？ 

 

山川：まず、日本の電気通信市場が開放されたということで、1984 年の電電三法（：

電気通信改革を促す三つの法律の総称で、日本電信電話公社の民営化と通信市場の競

争導入のために制定された）ができて、電話線は必ずしも音声信号だけでなくてもよ

く、データ通信のデータを流しても構わないということになって、環境がかなり変わ

ってきました。それは、アメリカの電気通信と同じような規制まで緩んだということ

ですね。 

あと、国際通信の規制も緩くなりました。その辺の年代ははっきり覚えていないんで

すけど、確か国際通信が完全に自由になったのは 1988 年です。それまでは、RPOA（：

recognized private operating agencies。政府から公認された電気通信業者）と言っ
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て、国際通信会社は 1国 1社じゃないといけないということで、それは KDD（：国際電

信電話株式会社）のことでした。電気通信事業法ができる前の公衆電気通信法では、

公社と株式会社を置くと。 

 

山川：それで、公社と株式会社だと。公衆電気通信法では。公社とは電電公社（：日

本電信電話公社）のことであると。株式会社とは国際電電のことであると。国際電気

通信株式会社（：KDD（国際電信電話株式会社、Kokusai Denshin Denwa Co., Ltd.）：

1953 年設立、日本の国際通信会社。2000 年に DDI・IDO と合併し KDDI となる）ですか。 

 

――KDD。何の略ですかね。まあ、そういう感じ。はい。 

 

山川：KDDのことですね。特別に、そうやって、両社とも法律で定められていました。

まず最初に、国内の通信網につなぐのが自由になり（：1985 年？）、それから次いで、

1 年遅れだったか 2 年遅れだったかで、国際通信の規制が取り除かれました（：1988

年？）。 

アメリカはどちらかというと、ITU（：International Telecommunication Union。国

際電気通信連合）の規制を無視して、RPOA を 1 社だけじゃなくて何社もつくっていま

した。その辺のところは、アメリカだけ先に走っていたという感じがするところです

ね。 

それで、日本は 1985 年の 4 月をもって、通信事業への参入を大企業が行ってもよいこ

とになりました。富士通はそれまで VAN、Value Added Networkをやっていたんですけ

れど、子会社の富士通エフ・アイ・ピーでしかできなかったんです。 

 

――エフ・アイ・ピー、ありましたね。 

 

山川：ええ。それで、その富士通エフ・アイ・ピーでやっていたネットワーク事業を

富士通本体に移管して、富士通本体でもできるようにしますと。 

当時、第一種通信事業者（：第一種電気通信事業者）と第二種通信事業者（：第二種

電気通信事業者）という切り分けがあって、第二種のほうも特別第二種（：特別第二

種電気通信事業者）と一般第二種（：一般第二種電気通信事業者）というような分け

方をしてありました。規制が変わって、富士通は、富士通本体がネットワーク事業に

乗り出すという準備をしていたんですけれど、富士通としてはなかなかネットワーク

の需要が出てこない。今までと同じ使い方をしていて、トラフィックはそう増えるわ

けではない。 

日商岩井のほうは、当時、商社ですから、各社そろってケーブルテレビ会社に出資し

たり、ニューメディアブームというのに自分たちも参入できないかということで、一

生懸命探していた時代です。それから、1985 年というのは、通信の規制が外れる時期

で、”カンブリア爆発”と言っていたんです。これは、カンブリア紀にいろんな生命

体が増えてきたことになぞらえて、いろんな会社が雨後の竹の子のごとくできてきま

したということで、通信事業でもカンブリア爆発と、いろんな会社が設立された時期
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でした。 

そういった時期に、商社も何かできないだろうかということでネタを探していました。

その辺が、コロンビア大学で客員研究員の期間が終わった私に対して、何かうまいビ

ジネスのチャンスはないのか、アメリカで何かチャンスをつかめないかということで、

探してこいというミッションがきた理由になっているわけですね。 

たまたま、当時、日商岩井は富士通のコンピュータを使っていて、IBMも使っていまし

たけれど、富士通をかなりたくさん使っていて、富士通の上層部と話す機会がありま

した。それで、エフ・アイ・ピーがたまたま、アメリカの CompuServe という会社と交

渉していましたと。だけど、とてつもない金額のライセンス料を言われて、（：エ

フ・アイ・ピーからは）自分たちの資本金額を上回るんじゃないかというような話が

出て、頓挫しているんですよという話を上同士でして、じゃあ、一緒にやりましょう

かみたいな話になりました。 

ちょうど、そういう話が出たときと、私が三和銀行の調査団で回って、たまたま、ア

メリカ人の技術者からそういう話を聞いた時期が一致して、じゃあ、CompuServe、行

ってみましょうかと（：東京本社に）提案したら、行ってこいという話になって。そ

れで、CompuServeに行きました。 

ふたを開けてみたら、トラフィックのかなりの部分というのは、ユーザーグループか

ら生じていると。その前を見ても、コンピュータのあの基本的な蓄積交換の技術とい

うのは全く同じでして。データベースってありますね。データベースというのは、書

き込みができる人が限定されていて、誰でも読めると。金さえ払えばと。というのが

データベースなんです。 

それから、電子メールというのは、書き込むのは私 1 人ですね。それから、読むのは

私の宛先。ただし、データはコンピュータの中に蓄積されています。それから、掲示

板のシステムというのは、基本的に、誰でも書けて、誰でも読めます。それから、そ

の掲示板のシステムを非常に速いサイクルで回してあげると、これがチャットになる。

だから、基本的には、通信ネットワークにつながったコンピュータの中にデータが蓄

積されていく、メッセージが蓄積されているということでは、データベースも電子メ

ールも掲示板も作りは同じということでして。 

そういう点では、使う人が増えてトラフィックが増えていった結果として掲示板にい

きましたというのは、極めて当然です。例えば、データベースだと、これ、1検索1000

円かかるんです、5000円かかるんです。ちょっとこのモデルを動かすと、すぐ 10万円

ぐらいいっちゃうんです。これは、使う人が少なければある話なんですね。 

それから、電子メールも、だんだん電子メールがテレックス（：テレタイプ端末を使

用した通信方式で、電話のように通信相手の端末を指定できる）を代替していくよう

になるんですが、お金の張るような話。「このプロジェクトでこういうオファーをし

ようと思うけれど、いいでしょうか？」とか、「今度、こういう入札をしようと思う

けれど」、あるいは、「どこどこから何々を」、例えば「2億円で買いたいけれど、許

可出ますか？」とか、そういうもののやり取りをしていたんです。お金がかなり絡む

話です。 

これに対して、掲示板になりますと、例えば「犬の子もらってください」とか、そう
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いうものまで入れられるようになる。そうすると、大して付加価値を生まないメッセ

ージも、この値段でこのトラフィックがたくさんできる状況だったら可能ですよとい

う、そういう状況をつくりだしたのが掲示板じゃないのかな、そこまで値段が下がっ

てきたんじゃないのかなというふうに考えます。 

 

――なるほど。 

 

山川：それで、日商岩井としては、当時、富士通さんがそういう形でネットワークの

トラフィックをどんどんやって、特別第二種通信事業者（：特別第二種電気通信事業

者）としての富士通のトラフィックを確保していきたいというのに対して、日商岩井

としては、エンドユーザーマーケットへのアプローチをしたいとか、ニューメディア

の事業化の部分に自分も一枚加わっておきたいという意図があって、じゃあ、両社一

緒にやりましょうということになりました。 

そのとき、ニフティ設立までの間で、ライセンスの取りっこというのがあったんです

ね。というのは、The Source も Delphi も日本に代理店持っていましたけど、

CompuServe だけ持っていなかったんです。だから、最後、残る 1 社、アメリカ最大だ

ということで、皆さん、CompuServe 詣でをしたわけですけれど。そうした中で、とて

も高いライセンス料を言われて、富士通エフ・アイ・ピーも最初尻込みしたと。それ

に対して、ほかの会社も若干尻込みしていた。 

ただ、これは、富士通の当時専務で三次さんがいたんですけど、三次さんは

CompuServe が日本にコンピュータセンターを持って、ちゃんとオペレーションをやっ

てほしいと思っているんだったら、あんまりライセンス料はこだわらないほうがいい

という話を言ったんです。なぜかというと、コンピュータセンターを持って、そうい

うオペレーターとして日本でやっていくとすると、ライセンス料のほかに 10倍とか 20

倍の金がかかりますと。だから、ライセンス料にこだわるよりは、まずライセンスが

取れるかどうかが大事であって、そこで勝負をかけてやっちゃったほうがいいという

ことで、そうですねということで、バーンといったんです。 

これは当然、先行している会社がありましたから、順番待ちをして、ライセンス契約。

それも、すぐにライセンス契約までこぎつけるわけではなくて、一番最初、独占交渉

権の獲得ということで、まず 1 歩先に出たというところで、後、例えば、技術デュー

デリをやったり、いろいろ細かい交渉の詰めをやったりして、結局、ライセンスを取

得できたというか、書面上で確定できたのは、1986 年の 1月になります。 

 

――その間、ずっと、山川さんがその場で。 

 

山川：はい。 

 

――なるほど。 

 

山川：私は実は 85 年の 3 月にアメリカを引き払ったんですが、その後、日本とアメリ
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カと半々ぐらいで、ずっと交渉にあたっていました。 

 

――そこで、ちょっと進んだわけですね。 

 

山川：はい。それで、すごく面白いのは、富士通と日商岩井と完全に 50％ずつにした

んですね。普通、49対 51とかいうんですが、一番最初のスタートが、一緒に折半でや

りましょうということで、それにこだわって 50、50にしたと。50、50にしたために、

どちらの会社も決定的な決定権は持てない。ニフティは、おかげさまで、現場主義で

いけて、現場が非常に楽しい会社になりました。これは日商岩井が株を売ってしまう

まで、その天国は続いたということになります。 

 

〇「エヌ・アイ・エフ」の設立 

――ライセンスはそういうふうに進んで、具体的に会社設立のあたりを。 

 

山川：会社設立をしたのが、ライセンス取得が完了して 1 カ月もたたないうち。一応、

ニフティの会社設立（：エヌ・アイ・エフ（NIF）として設立）は 1986 年の 2 月 4 日

ということになっているんですね。私がアメリカまで行って、最後、CompuServe 側で

サインした契約書を自分でピックアップしたのが 1986 年 1 月末ですから、もう手ぐす

ね引いて待ってて、すぐ会社設立、合弁会社契約をしたということなんですが。たま

たま、1月にアメリカにピックアップしたとき、スペースシャトルのチャレンジャー号

が爆発した（：1986年 1月 28日）んです。アメリカにいるときちょうど。そういうタ

イミングでしたね。 

 

――会社は設立したけど、会社が動きだすまでの間というのは、体制をどういうふう

につくっていくかとか、その 50、50 でつくったんだけど、その分担をどうするかとか、

その辺はどんな感じだったんですか？ 

 

山川：まず、CompuServe の技術デューデリをしたときにわかったんですけれど、

CompuServe 自体は、そんな最新のコンピュータを使っているわけではないと。わりと

古いタイプの DEC（：Digital Equipment Corporation）のマシンを使っていたと。も

う生産が止まったのもあって、CompuServe はどちらかというと、市場で中古品を調達

してきて、自分たちでそれを直して使ってたんです。そういうのがあって。後、わり

とプログラムが効率良く書かれていると。中間言語を使っているということで。それ

で、富士通が技術を担当していろいろシステムをつくるんですけれど、CompuServe と

同じことをやりますかというと、富士通はそれをやりたくないと。そうすると、

CompuServe からライセンスでもらったソースコードをそのまま全部使うということは

できないですねと。全部書き換えなきゃいけないと。ただ、どういう仕組みにするか

という思想は、CompuServe のほうのそのままを使いましょうと。 

それから、ハードウェアなんですけれど、DECのわりと小さなマシンを連結して使うと

いうのがいいんだと。それで、ユーザーグループにたくさん使ってもらうとすると、



10 

 

レスポンスタイムをきちっと一定に保たなきゃいけない。だから、コンピュータは常

時増設をしていかなきゃいけないというようなことを、ノウハウとしていろいろこん

こんと聞かされるわけですよ。そうした中で、富士通は自分たちの大型コンピュータ

を使いたかったんですけれど、そういう CompuServe のいろんなノウハウを聞くに及ん

で、富士通から来ている人たちが、これはダメだね、大型コンピュータダメだねとい

う話になって、富士通本社からだいぶ苦情を言われたんですけれどね。何ということ

を言うんだみたいな。でも、それでいってしまったというのと、あと、準備期間にお

いて、いろいろシステム開発をしていかなきゃいけないということで、会社設立が

1986 年の 2 月だったんですけれど、サービス開始は 1987 年の 4 月になる。1 年ちょっ

と、いろいろ苦労をしたということですね。 

それから、その間、会社を設立しましたと。富士通、日商岩井、両社から出向者が来

ました。それから、社員も採用しましたと。売り上げはというと、もう、なきに等し

いんです。非常に苦しい時期を迎えまして。当時、CompuServe の日本人ユーザーとい

うのは 900 人ぐらいいたというふうに私は記憶しているんですけれど、それらの人た

ちは、みんな、CompuServe の直接のユーザーになっちゃってて、クレジットカードで

決済する。日本ではクレジットカード決済ができないんですね。オンラインの代金。 

それ、大変苦労してですね。日本のクレジットカード会社と交渉してもらちがあかな

い。今ではちょっと、皆さん、想像つかないと思いますけれど、クレジットカードと

いうのは、そもそもカードを提示して、シュッとやって、カードを持っているからと

いうことで、その場で確認して決済するのがクレジットカードなので、カードも提示

しないで番号だけでオンラインで、あなたデータベース使いましたねとか、メールを

何分使いましたね、それで決済するというのはまかりならんと言ってたんです。それ

じゃあ、日本にいる CompuServe のユーザーの売り上げを我々の会社のほうにつけるこ

とができない。全部、直接やっちゃってますから。CompuServe がアメリカのクレジッ

トカード会社にそういう請求を起こしていると、我々の売り上げにならない。いつま

でたっても、我々、浮かばれないということで、CompuServe から、各クレジットカー

ド会社との契約書を、タッチーな部分は黒塗りしてくれと言って、全部送ってもらっ

て、日本のカード会社に、「ほれ」と。「あなた方の親分のアメリカのクレジットカ

ード会社は、こうやってオンライン決済認めてるじゃないか」と。「あなた方はいつ

まで日本では日本ではって、それで突っ張ってるんだ」ということで交渉して、初め

てそこで、オンラインの代金をクレジットカードで決済するということを認めてもら

ったんです。だから、カードを提示しないで、オンラインで番号を提示して決済する

というのを初めて穴開けたのはニフティということになります。 

そういうあれじゃこれじゃという準備をしてですね。後、やっぱり、すごく頭が痛か

ったのは、フォーラムなんです。フォーラムは、NIFTY-Serveのサービスが始まるまで

の間に四十いくつかつくったんです。それで、システムオペレーターをやってくれる

人たちにお願いして、「あなたはシステムオペレーターをやってください」と。「何

ですか、それは」と（笑）。「実はこういうサービスが近々始まるので、あなたにコ

ーディネーター役をやってほしいんです」というお願いをしまして、それで、四十何

人かお引き受けいただいた。その後もまたどんどん増やしていくわけですね。結局、
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最終的には、私がいる間に 500人以上になった。 

そういう準備をしたというのと、もう一つ、我々、一生懸命やったのは、データベー

スとのゲートウェイ接続なんです。当時、お金がとれるという話になると、すぐにデ

ータベースということになって、データベースを販売しているところはたくさんあり

ました。そういうところにゲートウェイ接続させてもらって、うちも代理店の 1 社と

して認めてくださいと。大抵、帝国データバンク（：株式会社帝国データバンク）だ

とか、東京商工リサーチ（：株式会社東京商工リサーチ）だとか、そういうところは

代理店を置いてますけれど、独占契約ではなかったので、わかりましたと。ニフティ

と言いますか、エヌ・アイ・エフ（NIF）でも売っていただいて結構ですと。それで、

お互い、売り上げをシェアする形をつくっておいたんですね。 

当時、パソコン通信というと、どちらかというと、BBS（：Bulletin Board System）

とか、草の根 BBS とかというような形で、それはマニアの遊びだろうみたいなふうに

見られてたんですけれど、私は、もうそれは全然違って、マニアの遊びではございま

せん、これはちゃんと仕事にも使えるものですということで、仕事に使えるようなデ

ータもその中にメニューとして加えていきたかったんです。そういう形で、データベ

ース会社といろいろ交渉して、かなりのラインアップは、最初、作れたと思います。 

 

――オープン時でもう、そろっていたという感じですか？ 

山川：はい。 

 

――あんまり正確に覚えてないんですけど。 

 

山川：はい。一番最初に、例えば、新聞社で OK と言ってくれたのは毎日新聞社（：株

式会社 毎日新聞社）なんです。でわりと遅かったのは日経新聞社（：株式会社日本経

済新聞社）さん。というのは、彼ら（：日経新聞社）は既に代理店網を持っていて、

勝手に自分たちでそれを増やすのは難しかった。そのころ、私は、例えば、共同通信

には、社団法人ですか、社団法人共同通信と株式会社共同通信がある、初めて知りま

した。株式会社のほうは、要するに、社団メンバーに流す以外の記事を自分たちで売

って、金をとっても構わないんだと、そういうような建付けになっていると。通信社、

新聞社、それからデータベース会社、こういったところをつないでいく。全部、100％、

スタート時までにそろったわけではないですけれど、あ、あなた方、そういうことを

考えてるのねということを言えるぐらいの品揃えはできたんじゃないのかなと。 

 

――山川さんは設立時、お立場的にはもう経営というイメージだったんだけど、そう

じゃなくて、そういったところにご自身で足を運んで、根回し的なことをスタートま

でにいろいろやられていた、そういう理解でいいですか？ 

 

山川：はい。というのはですね、会社設立したときの出向者の数が、富士通、日商岩

井、それぞれ 7人ずつなんです。 
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――そんな少数なんですね。 

 

山川：ええ。7人ずつで、後、スタートして 1年たたないうちに、プロパー社員の採用

も始めたんですが、すぐに動けるわけではないですから。 

 

――なるほど、なるほど。 

 

山川：それで当時、オンライン申し込みはなかなか大変でした。申し込み方法として

は、CompuServe がスターターキットを売っていて、パソコンのソフトウェアや本屋さ

んで本のような形の箱に入ったスターターキットを買ってもらいました。最初の何時

間分かは接続料金がカバーされていて、オンライン登録の際にクレジットカード番号

を入れる形でした。そのスターターキットを本屋さんに置くため、ソフトバンクさん

と話をして、ソフトバンクのチャネルで売ってもらったり、トーハン（：株式会社ト

ーハン）、日販（：日本出版販売株式会社）との交渉もしました。システム開発に従

事している以外の人間 7 人でカバーしなければならず、やることは膨大にありました。 

 

――僕は発表会みたいなのに行った記憶があるんですが、あれはサービススタートの

発表会だったんでしょうか？ 

 

山川：そうですね。ちょっと待ってください。サービススタートの発表会と会社設立

の発表会と、二つありました。 

 

――それぞれあったということですね。 

 

山川：はい。 

 

――富士通からいらした社長さん、名前をちょっと失念したんですけど。 

 

山川：初代ですか？ 

 

――はい。 

 

山川：藤田道雄さんという。 

 

――会社設立の発表会は、どちらかというと新聞とかそういう感じですかね。 

 

山川：はい。 

 

――山川さん、スタート時、ポジション的には副社長？ 
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山川：私は企画部長です。 

 

――そんな一番根幹を持ってきておられながら、そういう感じなんですね。 

 

山川：はい。一番最初は取締役にもなっていません。 

 

――そうなんですか。何歳ぐらいだったんですか？そのころ。 

 

山川：36、37（：山川氏は 1949年のお生まれ）。 

 

――本当に脂が乗っているころという感じですね。 

 

山川：はい。管理職ではあるんですけれど、役員にはなっていません。 

 

〇NIFTY-Serveのはじまり 

――フォーラムも、お金を払ってフォーラムのシグオペ（：SIG Operator。SIGの管理

者）になっていってもらったということですね。 

 

山川：はい。その辺の仕組みは CompuServe と同じようにして、一定のパーセンテージ

をシステムオペレーターに払う取り決めでした。当時、1 分 10 円でやっていたと思う

んですけれど、フォーラムへのアクセス量に応じて、そのうちの何％かをシステムオ

ペレーターにお支払いする形です。 

 

――NIFTY-Serveからということですね。 

 

山川：はい。フォーラムに関してはそういう、お金を払うような形になっています。 

 

――そういう仕組みづくりができて、サービスインになりますよね。最初、ワープロ

を結構、富士通の神田（：神田泰典）さんとかいらして、ワープロをものすごくやっ

ていた印象があるんですけど。 

山川：はい。一番最初は、ワープロのほうが安かったんです。パソコンは高くて、ワ

ープロは確か当時、二十何万か（： 1986年発売の富士通 OASYS Lite F・ROM シリーズ

はパソコン通信を可能とした）。今のパソコンより高いですけれど、PC-98とか、それ

から FM シリーズ、98 シリーズは 40 万ぐらいしました。当時、猟銃 1 丁ぐらいの値段

ですねとか言ったのを覚えています。 

 

――どういう比較ですか。しかもモニターが別に必要で、プリンターも必要だったり。

パソ通（：パソコン通信）をやる OASYSの 30Aなんとかとか（：OASYS 30AF 1986年）

は、プリンターもついて、全部画面もついて二十何万。 
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山川：そうです。そのために、OASYS使ったほうがいいとか、ほかのメーカーのワープ

ロ使ったほうが安くできますということで、1986 年の 4 月でしたか、神田泰典さん

（富士通の大型コンピュータの日本語処理や日本語ワープロの開発で知られる）が工

場長をやっていた南多摩工場に行って、神田さんに、なんとかワープロで通信ができ

るようになりませんかと交渉したんです。 

 

――こちら側から交渉したんですね。 

 

山川：はい。パソコンでいくと高い。ワープロのほうが安いから、これでなんとか通

信できるようになりませんかと言ったら、神田さんは 1 週間で、自分のラップトップ

ワープロの脇に穴開けて、線をごちょごちょっと出して、「ほら、できるよ」とかや

ってきてくれたんです。それで、すぐにネットワークタイプの富士通 OASYS というの

が出てきて、それでずいぶん助かりました。 

 

――パソコンマニア、パソコンユーザーじゃないところを NIFTY-Serve 的にもとりた

かったから、それを前面に出したということですね。 

 

山川：はい。つまり、安いターミナルが欲しかったということになります。 

 

――ワープロ通信という言い方もしましたよね。NIFTY-Serveというブランディングは

最初からなんですか？ 

 

山川：そうですね。最初からです。これはいろいろ紆余曲折があって。まず、会社名

をエヌ・アイ・エフとしたんです。フォーラムを重視していたので、フォーラムをつ

けたいということで Network Information Forum にしました。ただ、もう一つの意図

としては、日商岩井、富士通（：Nissho Iwai Fujitsu）という。 

 

――でエヌ・アイ・エフ。 

 

山川：はい。表向き言っていたのはフォーラムですね。Network Information Forum。

それでどういうサービス名にしましょうかと、いくつか案を出した中で、当時、我々

は BBS をやっている人たちを集めて意見を聞いたりしました。そうした中でいろいろ

出していただいた名前の中で、NIFTY-Serve でいいんじゃないかと。CompuServe のラ

イセンスでつくるんだからと。ニフティがちょっと軽っぽいかなというイメージは持

ったんですが、新しいカルチャーという点では、ニフティというのはそう悪くない。 

 

――軽いくらいでむしろいいと。 

 

山川：はい。むしろ変にテッキーな名前とか、変に真面目っぽい、ビジネス臭プンプ

ンの名前にしちゃうよりは、ニフティのほうがいいんじゃないかということで、それ
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こそいくつかあった中で悩んで、藤田さんが「うん。じゃあ、これにしましょう」と

決めてくれたんです。それで、サービス開始当時から NIFTY-Serve と名乗りました。

ただ、アルファベットで書いたとき、一番最初の NIFTY-Serve は間にハイフンが入っ

ていたんです。それからカタカナで書いたとき、音引きしていました。「ニフティー」

って。それを途中から、1文字省略しようということで取ったんです 

 

――なるほど。 

 

山川：それから、設立時に非常に困ったのは、先ほどお話したメインのコンピュータ

センターのコンピュータをどうするかということです。そうして悩む中で、A（エース）

シリーズ、A-30、これをユーザック（：現PFU）、富士通グループなんですが、あそこ

が初めて出すので、それを使って。最初、パソコン程度の機能しかなかったんですが、

2 台連結で始めまして。それを徐々に増やし、A-60 にバージョンアップし、新製品が

出てきたらそういう形で増やしていきました。 

 

――ミニコンクラスのものをつないで。発表会で質問が出ていたような気がしてます

ね。 

 

山川：遠藤さん、出られたのはどっちになりますか？ 

 

――サービスインじゃないですか。 

 

山川：サービスインのほうですと、発表側の席にすがやみつるさんに入ってもらった。 

 

――全然覚えてないですね。実はすがやさんとも、今回、いろいろ伺ったりとか。 

 

山川：もしも、会社設立発表会のときですと、CompuServe 側からマッコール社長（：

Charles McCall）が出席していました。 

 

――全然覚えてないですね。どっちも。もう無限に発表会に行っています。今日も行

ってきたぐらいなので。今日は久しぶりですけど。 

 

山川：新製品が出てきたら。そういうような形で増やしていきました。 

――エースシリーズって、ごめんなさい。 

 

山川：エース。英文字で、大文字の A を書くんですけれど、A-30 と。その次が A-60

（：1988年 5月）で、PC-VANが大型です。      

 

――それでサービスインはどうだったんですか？ 
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山川：最初はなかなか期待に沿わなくて、「これ、ほんとにやっていけるの？」みた

いな感じでしたね。苦労しました。途中から、やっぱり火がついてきたみたいな感じ

ですね。 

 

――そのころだと、アスキーネット（：アスキーによるパソコン通信サービスで 1985

年 5 月開始）、もちろんあったんだけど、MIX（：日経 MIX。日経マグロウヒル＝現日

経 BP によるパソコン通信サービスで 1987 年 9 月開始）との前後関係はどうでしたっ

け？ PC-VAN（：1986年 4月サービス開始）は後ですよね。 

 

山川：PC-VANは我々より先でした。 

 

――あ、先でしたっけ。 

 

山川：TeleStar（：テレスター。工学社によるパソコン通信サービスで 1984 年 3 月に

開始）とか。 

 

――そうか。じゃあ、MIX も当然、先ですね。 

 

山川：先でしたかね。これは調べてみないと、私もはっきりした返事ができません。

申し訳ないです。 

 

――とはいえ、相次いでみたいなころだと思うんですけど。確かにニフティ、僕らみ

たいな小僧っ子がいじる世界とはちょっと違う、みたいな感じはありましたよね。 

 

山川：どちらかというと、かなりマーケットには遅く登場したほうだと思います。

NIFTY-Serveは。その代わり、一番最初から有料サービスで、無料サービスをやった期

間というのはないんですよね。非常に強気でした。 

 

――なるほど。アスキーネットとかは（無料サービスが）ありましたからね。 

 

〇フォーラムのコミュニティ 

――実名制とかが当時はすごくいわれていたので、その辺の回し方みたいな感じはど

う。ニフティは、じゃあ、何によって時間がかかり、何によって盛り返せたんです

か？ 

 

山川：盛り返せたのはフォーラムのおかげだと思いますね。当時、電子メールの会社

というのはたくさんありましたから。電子メールだけの。それで、使う人たちが電子

メールに依存するという状況をつくるには、お互い、人の結び付きをつくらなくちゃ

いけなくて、その人の結び付きをつくるのに役立ったのがフォーラムだったんじゃな

いのかなと。だから、電子メールって、すごくビジネスにも使えていいんだよという
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話ができる前に、そもそも、あなた、誰とメールの交換をするんですかということで

役立ったのがフォーラムなんじゃないかと思いますね。 

 

――マニアの世界はあったけれども、大人の世界というか、社会人でというか、それ

が広がっていくような仕組みというんですかね。 

 

山川：はい。それはフォーラムだったんじゃないのかなと。 

 

――何年ぐらいになるんですか？ ブレークしはじめるというのは。 

 

山川：やっぱり 2 年ぐらいかかりましたね。スタートしてから。これは、かなりいけ

るなというふうに思ったのは。電子メールだけでしたら、1980 年ごろにはもう電子メ

ールありましたし、あるいは、それは、私も、あなたが知らないだけでもっと前から

あるよと言われるかもしれないんですけど、電子メールはありました。ただ、日本の

法律では使っちゃいけないことになってたんですね。要するに、音声信号でないもの

を電話線に流す。それはですね、MARK III（マークスリー）、MARK Ⅱが車でしたね、

MARK IIIという GE（：General Electric）のサービスを、電通国際情報サービス（：

ISID）さんが提供してたんですが、私がアメリカに行く前に、既に電子メールって、

こういうのあるんだけれど、うちはシャットアウトしてますと。 

 

――使えないと。 

 

山川：ええ。というのはなぜかというと、これを電話回線使って流しちゃったら法律

違反になるからですというのを聞いて、実は、その 1980 年ごろ、アメリカに行きまし

たけどね。なるほど。使っちゃいけないんだと。だから、法律さえオープンにされれ

ば使えるのはあると。それから、法律が改正された後、使えるようになって、じゃあ、

うちも電子メールサービスやりますと言って参入してきた会社があったんですが、そ

れはなかなか使えなかった。ユーザー層が増えなかったと。商社が意外とダメだった

のが、電子メールにすぐ乗り換えてくれなかったのは、テレックスこそ最高の通信ネ

ットワークだと思ってたから。 

 

――そうですね。残るしとかね。実際は、コンピュータつないでやってたりとかして

ましたよ（笑）。本末転倒なんだけど。なるほど。そうすると、ニフティが、何年で

したっけ。ニフティの正確な。86年。 

 

山川：サービスインは 87年 4月です。 

 

――ですよね。2 年ぐらいかかるということは、89 年ぐらいにはだいぶ手応えが出て

きた。 
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山川：ええ。手応えが。 

――逆に言うと、2年ぐらい、結構、意外にうずうずしてたみたいな感じですか。 

 

山川：ええ。そうです。 

 

――その盛り上がってきたのはフォーラムであると。具体的なフォーラム的には何な

んですか？ どこなんですか？ 

 

山川：例えば、すがやさんの自動車レースのとか。 

 

――MOTOR。FMOTOR（：モータースポーツ・フォーラム）。 

 

山川：FMOTORですね。 

 

――FGAL（：Software Gallery Forum）とかどうなんですか？ 

 

山川：あれもよかったです。後、Mac（：後述の Mac & Apple User's Group を指す？）。 

 

――ああ、Macね。 

 

山川：松木（：松木英一）さん。この辺がグーッと伸びてきました。FGAL も Mac 関係

も、MAUGと言ってたんですけどね。 

 

――MAUG。Macintosh User Group（：Mac & Apple User's Group？）ね。あの辺が伸

びてきたというのは、PDS（：パブリック・ドメイン・ソフト）と言いますか、プログ

ラムのダウンロードで結構伸びてきて、それに関わる意見交換とか情報交換で伸びて

きたと。 

 

――それ、僕は山川さんにはすごい借りがあるんだけど。その件ではね。もう覚えて

いらっしゃらないかもしれないけど。 

 

山川：何でしょう（笑）。 

 

――僕が CD-ROM に大量のそういう PDS とかを入れて、本にしたいと。でも、ニフティ

さんから結局はダウンロードして使うわけですよね。山川さんのところに一応一札入

れにいこうということで伺ったんですよ。覚えていらっしゃらないかもしれないけど。

いいよという感じで。だって、ニフティから落として CD-ROM に入れて売るんですよ。 

 

山川：（笑） 
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――さんざんもうかったんだけど。ちょっと僕のあれなんで（笑）。 

 

山川：あれはですね、システムオペレーターの人と、それから、開発者が OK と言えば、

我々としてはどうぞと言うしかないと。 

 

――なるほど。どっちみち、僕らは CD-ROM に入れるとき、作者と連絡とりますからね。 

 

山川：その辺のネットワーク上の著作権の構造をどうするのかというのも、結構、メ

ディアの人たちと話し合ったんです。最初、PDS（パブリックドメインソフトウェア）

とかフリーソフトウェアとか言ってて、ほんとにフリーと言っちゃっていいんですか

みたいな。誰か著作者がいるんじゃないですかと。それから、誰かがこれの権利を持

っているんじゃないですか。ニフティの場合は、CompuServe にならって、3 段構造に

したんです。まず、最初の著作権というのは、開発者が持ちます。作った人。それか

ら、そういうメニュー構造に、ラインアップにして、自分たちのフォーラムに並べた

システムオペレーターの人たちも権利を持ちますと。それから、そういうフォーラム

の構成にしたニフティも、最後、権利を持ちますと。こういう 3 層構造にしましょう

と。 

CompuServeの場合は、これのことをコンパイレーションコピーライト（：Compilation 

copyright）と言ってましたね。日本では大体、編集著作権みたいな感じで言ってるん

ですけれど。すごく、ニフティが新しかった点というのは、そういうコピーライトに

ついて、書き込みをした人たちのコピーライトに関して、ニフティははっきりとそれ

は書いた人にありますと。それから、それがそこにあることに関してはシステムオペ

レーターにも権利がありますと。で、そういう場所があるということにはニフティに

も権利がありますと。3層構造にしてはっきり言ったことです。 

私、ほかでもちょっと言ったり書いたりしたんですけれど、それまで、例えば、出版

社系のネットワークオペレーターがやっているところでは、編集部に対する投稿と同

じように扱って、あなたが書き込んだものは、このサービスの中に書き込んだものは、

我が社が著作権を持つんですというような扱いにしているところが多かったんです。

そうすると、お金にならなくても書いてくれる人たちというのは書いてくれるんです

が、いや、私の文章は売り物ですよと、最初から売り物なんですと、たまたま私が私

の名前で書いてしまったら、なんであなた方がその著作権をとっちゃうんですかとい

うようなものに関しては、彼ら、書かなかったんです。 

我々は、いやいや、これはもうあなたのものですと。あなたがあなたのものを使うこ

とに関しては、我々は何の異議も申しませんと。ただし、ここにこういう集積で、こ

ういうラインアップでひとかたまりあるものに関しては、使うんだったら、システム

オペレーターとニフティに許可をとってくださいと。そういうふうな作りにしたんで

すよね。ただ、そこはちょっと、じゃあ、フリーソフトウェアとか PDS とか言ってる

けれど、今後、何て言ったらいいですかねとか、ネットワークソフトウェアとかオン

ラインソフトウェアとか、雑誌上もそういう名前で呼びましょうかみたいなのを、1回、

会合開いてやったことあるんですよ。 
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〇他社におけるサービスとの連携 

――何かオンラインソフトというような言葉もあった気がしますね。オンラインとか、

大型の世界の人からするとすごく違和感がある言葉なんだけど、そんな話がありまし

たね。そういう意味じゃ、先ほどの、ご相談に行ったのはおかしくないのかもしれな

いですね。 

 

――そういうのあったかもしれない。なるほど。フォーラムで盛り上がり始めたのは、

ソフト系とか一部のとんがったところだったという感じですか。ユーザーの話になり

かけたんですが、社内的に当時、データベースサービスとか使えるように仕込んでや

ったけど、バンバン使われたんですかね？ 

 

山川：使われました。おそらくデータベースを持っていた会社にとっては、びっくり

するような規模でした。マニアの人たちがこんなに使うのかと。いや、マニアの人た

ちじゃないんです。普通のビジネスマンが使っているんです。あるいは、普通の研究

者が使うようになっているんです。そこは、なかなか理解してもらえませんでした。 

 

――信用情報的な調べ方とか。 

 

山川：そうですね。私は、ニフティが始まってすぐのころか、始まる前に、日経新聞

社でプレゼンしたことがあるんです。 

私は一番最初、日経 NEEDS のユーザーでした。オンラインのリモートコンピューティ

ング、マクロモデルを動かしたり、財務分析をしたりする。NEEDSの話からしました。

日経 NEEDS の場合は、日商岩井ではこれを操作できる人間が 2 人おりますと。10 人も

20人も要りませんと。ただし、私は NEEDSを使って、一番高い値段を払ったのは月 120

万円払いましたという話をしました。モデルをバーッと動かして。それから実は、

CompuServe にこちらのプロポーザルをするときの事業計画も NEEDS を使って作ったん

です。ただし、日商岩井の 2 人ぐらいしかいません、操作できるのは。このサービス

はそれでいいんです。私が風邪をひいたとき、誰か動かせる人間がいればいいんです。 

 

それから、日経テレコン（当時は日経テレコン 21）という記事検索サービスがありま

した。記事検索サービスは動かせる人間が 4、5 人います。社内から、これちょっとど

ういう記事が出ているのか検索してくださいというニーズは時々来ます。日経テレコ

ンの場合はそういう使われ方をして、少し裾野が広がりました。 

 

これからは NIFTY-Serve のようなサービスになります。全然知らない人が、何の専門

知識もなしに、自分の知っていることだけで使って好き勝手なことを書いていく、そ

ういう時代になりますよと言ったら、その場をアレンジしてくれた坪田さんから、

「お前、ずいぶんえらいことを言い出したな」と。「ひやひやしたよ」とか。 
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――日経テレコン 21は、でも、当時相当稼いでいたんじゃないですか？実は。 

 

山川：はい。 

 

――日経のかなり土台を稼いでいたと思うので。 

 

山川：ちょっと余談になりますけど、当時、日経新聞社で、ニューヨーク・タイム

ズ・インフォメーション・バンクというのを使っていました。これは、ニューヨー

ク・タイムズがまとめた、例えば、ウォール・ストリート・ジャーナルだとか、フィ

ナンシャル・タイムズだとか、ああいうのの記事のアブストラクト（：要約）が全部

入っているんです。それを私は便利に使っていたんですが、ある日突然使えなくなっ

て。それはなぜかというと、ニューヨーク・タイムズは裁判を起こされて、アブスト

ラクトに関しても著作者の権利があるんだと。だからこれダメだということを言われ

てダメになって、代理店である日経新聞社もそれをサービスしなくなった。だから、

ニューヨーク・タイムズは自分たちが過去そういう提訴を受けて NG をくらったという

非常に嫌な思い出があってですね。だから、ChatGPTのとき、自分たちの記事を勝手に

使うなということで提訴したんだと思います。多分、記憶の中にしっかりと刻み込ま

れていると思います。 

 

――なるほど。 

 

山川：まあ、余談ですけど。 

 

――そういうタイミングですよね。実は結構、データベースというか、ものがどんど

ん広がっているタイミングでもあったし、そこにニフティからより気軽に、G-Search

とか、いろいろなものが使えるようになったという感じですね。 

 

山川：G-Searchもどちらかというと、古典的なデータベースサービスで。 

 

――そうですよね。 

 

山川：ただ、1カ所に集めて、百貨店的にデータベースを使えるようにした。我々は、

G-Searchがそれをやってくれるんだったら、G-Search につなぎますと。 

 

――途中で入れ替わったのか。 

 

山川：ええ。 

 

――そのときでも、フォーラムの売り上げのほうが大きいんですか？フォーラムのほ

うが価値が大きいという感じですか？要するに、ユーザーが払うほうが大きいんです
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か？ 

 

山川：そうです。 

 

――途中からデータベース以外にもいろいろ。占いとか、もっと後ですかね。 

 

山川：途中から入れてきましたね。 

 

――保険の窓口とかいろいろ出てきますよね。 

 

山川：ええ。 

 

――あれは、もっと全然後ですか。 

 

山川：後ですね。 

 

――企業内と言いながら、ユーザーの話になってしまいましたが。当時のニフティの

中的には、90 年でインターネットが来るじゃないですか（：90 年に米国でインターネ

ットの加入制限が撤廃され、90 年代半ばには WWW が誕生）。その辺のころはどうなん

ですか？実際にユーザーがインターネットにどんどん踏み出すのは 95 年ぐらいなので、

商用化からだいぶ時間がかからないと実際のユーザーは動かないですけど。インター

ネットとの関係のタイミングでは社内的にはどういう。ゲートウェイ（：ゲートウェ

イ接続）とかあったと思うんですけども、どんな感じなんですか？ 

 

山川：あれは、インターネットは気を付けて見ていかなきゃいけないねという話だっ

たんですが。ニフティの社内的に見ると、インターネットとは関係は良かったんじゃ

ないのかなと思うんです。インターネットを通じて、他社とのメール接続もしました

しね。 

 

――うん。確かに。 

 

山川：例えば、PC-VAN とつながったり、ほかのものとつながったり。そういう点では、

インターネットって何なんだということを思うと、私はやっぱり、インターネットは

インターネットなんじゃないのか。つまり、ネットがあって、イントラネットがあっ

て、それをつなぐからインターネット。 

 

例えば今、パソコン通信って何というと、RS-232C（：Recommended Standard 232。米

国電子工業会（EIA）が定めたシリアル通信規格）でこうやって電話回線使ってとかい

うような解説がよく出てくるわけです。ところが、昔、例えば私がコロンビア大学の

研究所にいたとき、インターネットってありましたよね。何に使っていたんですか。
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図書検索を使っていたんですね。文献検索とか図書検索に。自分たちの大学内の図書

館だけじゃなくて、カリフォルニア大学からも取り寄せできますよとか。 

 

――NFS（：Network File System）ネットとかの世界。 

 

山川：そういうイントラネットがあちこちに、全米に散らばっていて、それをつなぐ

からインターネットですね。それを考えたら、パソコン通信とインターネットという

のは、そんな対立的な概念として捉えなくてよくて。例えば、インターナショナルと

いった場合、ネーションがあるからインターナショナルが成立すると。そういう点で

は、イントラネットがあるから、それをつなぎ合わせるインターネットは出てくると。

ID 認証の仕組みだとか、そういうのは多少違いますけどね。 

ただ、インターネットそのものは、プロバイダーが用意しているサービスではなくて、

それこそ、プロバイダーが持っている認証サービスとか基本的なメールサービスのパ

ッケージのようなものをつないでいるのがインターネットですよね。だから、そうい

う点では、私は、世間的にはよくパソコン通信をいつ終了しましたみたいな言い方し

ていますけれど、そうではないんじゃないのかなと思っているんですよね。 

それから後、第二種電気通信事業者というのがなくなりましたよね。電気通信事業法

の改正で。それで、どちらかというと、第一種が全部やっているみたいな感じになっ

てきて、第二種が、第二種という形で名乗りを上げるのではなくて、第一種の販売代

理店みたいな格好で小売りをやるようなのが事業者になってきて。そうなってくると、

ずいぶん、その辺の作り的に変わってきたんじゃないのかなと思います。 

よく電話回線を使ってといわれますけれど、電話回線をベースにやったのは、ADSL

（：Asymmetric Digital Subscriber Line）ですか。 

 

――うん。 

 

山川：ADSL までは電話回線ですね。電話回線の上に流す。ところが、光ファイバーが

どんどんできてくると、ひかり電話になってきて、光ファイバーの上に電話線をのっ

けたらいいんじゃないでしょうかみたいな。つまり、逆立ちをしたというか、逆転を

したみたいな。そうなっていくんじゃないのかなと思うんですね。 

 

ヴィントン・サーフ（：アメリカの計算機科学者。1943～）ってご存じですか？ 

 

――はい。 

 

山川：ヴィントン・サーフ、1 回、私……。 

 

――インターネットの生みの親の一人という。 

 

山川：彼と一緒にいろいろ話したことあるんですよ。その中で彼が言ってたのが、光



24 

 

ファイバーによってバーストトランスミッション（Burst transmission）が起これば、

放送と通信の間の力関係がめちゃくちゃ変わってきますよと。それで今まさに、バー

ストランスミッション（：バーストトランスミッション）という、爆発的にバーンと

一遍にデータを送るというのが可能になってますね。 

可能になってくると、放送が従来の力を持たなくなってくるんですね。見逃し再配信

とか、オンデマンドでどの番組を流しますとか。そういうふうになってくると、今日

は何々があるから絶対見なきゃいけないという習慣がなくなって、次の日「ねえねえ、

あれ見た？」みたいな話がなくなるわけですよね。いや、見たきゃまた見ればいいじ

ゃないですかみたいな。 

だんだん、チャネルの番組表がどういう形で作られているかではなくて、あるデータ

サービスがどういうコンテンツを持っているかが重要になってきて。例えば、ディズ

ニー・チャンネル（：ディズニープラス）だとか Netflix みたいなのが出てきて、こ

れが放送を脅かすようになると。従来通り、リアルタイム性を重視して、そのときあ

なたはこれを見ていましたかみたいなものにこだわってしまうと、多分、拾いきれな

いものがたくさん出てきちゃうんじゃないのかなと思いますね。そういう点では、通

信速度だとか通信ボリュームがめちゃくちゃ変わってきたというのは、すごくサービ

スのありようを今後変えていくというふうに思いますね。 

そういうのがサービスのありようを変えるという点では、私は料金体系も同じような

ものと思います。かつて、よく説明したのは、バス、タクシー料金と自分の車を持つ

か持たないかなんです。世の中における交通機関の有り高が小さいと、バスとかタク

シーは公共のものですよ。だから、従量制でみんなでシェアして賢く使いましょうと。

この資産は賢く使いましょう。 

それで、自動車がたくさん普及してきて、世の中にあふれるようになると、自動車、

月曜から金曜まで駐車場に置きっぱなし。それで、いつ使うんですかと言ったら、い

や、週末のどこか 1 回だけ買い物に使います。それでも OK になってきちゃうんです。

そういう、従量制料金が利いてた時代と、要するに、サブスクリプションタイプで固

定料金が歓迎される時代と、存在量によって変わってきちゃうんじゃないのかなとい

うふうに、すごく今思ってます。 

これ、今後、例えば、無線でもどんどん通信速度上がってきますよね。通信速度が上

がると我々言うんですけれど、通信速度そのものは、例えば、電波の進む速度が上が

るとか、そういうことは全然ないんですよね。何が変わったんですかというと、周波

数が上がってるんですね。こういう波の中に情報をのっけていきますから、周波数が

上がれば、それだけ伝送できる情報量が増えるわけです。 

かつて、音声中心だった時代というのは、800MHz 帯というのが黄金バンド（ゴールデ

ンバンド）だったんですね。これはドコモ（：ＮＴＴドコモ）と KDDI がとってて、ソ

フトバンク入れてくれないとかですね。孫さんが文句言ってた時期があった。800MHz

というのは、周波数が比較的低ければ、電波の回り込みとか、それから、壁の透過能

力というのが非常に増えますから、音声通信にはいいんですが、例えば、無線通信で

ドーンと 1 時間分のテレビ放送の番組を 5 秒で落とせますかと言ったら、そういうこ

とはできないわけです。 
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それはやっぱり、2.4GHz 帯だとか、ひょっとしたらもう 30G に届きますよというよう

な帯域で初めてできる、可能になってくると。そうすると、なんでそれが可能になる

んですかというと、アンテナ数が増えるからですよね。回り込みを期待しなくて、あ

るいは、透過を期待しなくても、アンテナが増えて、それだけみんなが携帯というか

無線通信を使うようになると設置することができるようになってくるから、周波数帯

がどんどん上に引っ張れるということになりますね。同じようなことが有線電気通信

でも起こっているはずなんですね。だから、そういう技術の変化とか社会における資

産のありようによって、すごくサービスの性格そのものが変わってくるんじゃないの

かなと思いますね。 

 

――なるほどね。 

 

〇休憩中 

――めちゃめちゃ頭巻き戻されて。発表会ね。マシンの質問が出たことだけ覚えてる

のは一体何なんだみたいな。登壇者というのはでもあんまり意外に覚えてないですよ

ね。 

 

山川：遠藤さんとお話すると面白いんですよね。次から次へといろんなことが出てき

て。面白いが故に、私も支離滅裂にいろんなことをしゃべりすぎちゃって、ごめんな

さい。 

 

――これ、遠藤さんが出られた。これ、2006 年なので、これでもだいぶ前なので。 

 

――2006 年なんていうのはもう、はるか未来ですよ。今日の話題の中では。 

 

――「通信全盛期を知る人々が東京に集結」というのが。 

 

――こんなイベントがあったんだ。 

 

――これ、出ていらっしゃいますよね。 

 

――これに俺が出るの？ 

 

――そうです。遠藤さん。ほら。 

 

――ほんとだ。 

 

――これ、出てきたやつ。アスキーでって。 

 

――これはロフトでやったやつじゃない？ 
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――そうそう。私もこれは。 

 

――山川さん、出てないですかね。 

 

山川：2006 年だったらもう出てないですね。多分、大阪に行っちゃってるかな（：

2005 年よりケイ・オプティコムに在籍）。 

 

――シスオペと著作権者とニフティの。 

 

――さっきの話ね。 

 

――取り分とかそういうのはいけないんですか？ 

 

――だからさっきの数％。だから、さっきのはフォーラム時間消費で数％、シスオペ、

シグオペに、日本の場合はシスオペにいったという話で。そのレートの話も知りたい

んだろうけど。 

 

山川：なんでシステムオペレーターというんですかというがあるんです。 

 

――ソフトに関しては、お金動いてないでしょ。フリーソフトはフリーソフトでね。 

 

山川：ええ。フリーソフト。 

 

――あくまで、時間だけです。 

 

――著作権だけのシェアで、別にお金が動いているわけではない。 

 

――そうそう。それで僕が相談に行ったことも、今ごろわかったわけですよ。 

 

――フォーラムはその接続時間の数％がシスオペに。 

 

――そうなんですよ。ただ、そういうフリーソフトいっぱい集めてるフォーラムはや

っぱり強いんですよ。圧倒的に。 

 

――FWINDOWS とかね。 

 

山川：そうだね。 

 

――ブルースターの坂本（：坂本光正）さんとか。 
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山川：うん、そうです。 

 

――それ、会社にしちゃったような人たちもいるので。 

 

――また、例によって。山川さん、いらっしゃるじゃないですか。山川さん、すがや

みつるさん。ほら。 

 

――私、ほんとにまさに 85年、86年、学生時代、理科大生だったから。 

 

山川：あ、そうですか。 

 

――やっぱり買えなくて、パソコン。 

 

――だって、47万 8000円ぐらいでしょ。■とか。 

 

――それぐらいしましたね。 

 

――好きな友達が、3年か 4年のときに OASYSの。 

 

――30AX とかでしょ。 

 

――だから、女子って少ないじゃないですか。女子の中でも OASYS の通信のを買った

のを覚えてるんですよ。すごいねと言ってて。ニフティ、やるやらないと言って、い

や、私ちょっとと言って。大体、物がないとできないから、家に物をまず持っていけ

ない学生たちみたいな。 

 

――30 がこうやっておかもちのいいマシンなんだよ。超かっこ悪いんだけど。 

 

山川：そうです（笑）。 

 

――ニフティって、詳しいビジネスマンがやるという。パソコン。それ、すごい、あ

ああと思って。 

 

――さっきの■、すがやさんも先般お会いしたときに実名制の話をされていて。確か

に、商売、ビジネスで使うときにはやっぱり実名って重要じゃない。 

 

山川：この写真が、大手町のサンケイホールでサービスを発表したときの写真です。 

 

――これがさっきの。 
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山川：このとき私も出ているんですよね。スターターキットとイントロパックという

のですね。 

 

――あの箱ね。授業とかでもいろいろやってて。 

 

山川：イントロパックは、ほんの 1 時間ぐらいしか接続権利をつけてなくて、パソコ

ンとかソフトウェアに最初から添付なんです。だから、メーカーが協力してくれれば、

イントロパックを出せたんです。 

 

――このスターターキット、ずいぶん立派な箱に入ってる。 

 

山川：最初、1万円で。マニュアルと、それから、通信ソフトと、接続権利と。 

 

――電子メールといわれているのが、イントラネットの電子メール？会社の？ 

 

――メールのサービスのこと。インターネットのメールのサービスではないんですよ

ね、最初のころ。 

 

――10 円メールとかあったじゃないですか。携帯で。 

 

――掲示板と、データベースからの検索と、そこで電子メールといわれてたのが、多

分、今の世代の人たちには通じないですよね。 

 

山川：多分、今でも、電子メールは蓄積交換サービス。それで、皆さん、スマホとか

携帯から使うから、あれはエンドまで配信されるという感覚を持ってると思いますが。 

ドコモに行ってたでしょ。ドコモ（：NTT ドコモ）で一番最初、i モードを始めたころ

のルールでは…。 

――iモードがプッシュになったのが。だから、先般、オンラインでやったときに、ま

さに「ユー・ガット・メール」の話で、プッシュの話が出たんだ。 

 

山川：ええ。それで、今でも基本はそうなんですよ。ただ、ユーザーに問うことなく、

エンド・トゥ・エンドで流しちゃってると。だから、私ね、夜遅く一斉メールを送っ

たことあるんですよ。 

私の感覚では、メールは発信と受信が分断されてるのが電子メールのいいところなん

ですよ。だから、夜中になって、私が都合がよければ、一番トラフィックが、ボリュ

ームが落ちてる夜中に、私はここで何百通といっぺんに送りたいと。だから、バンと

やって、ブーンと送ったらですね、後から文句を言ってくる人がいて。何時だと思っ

てるんだと。 

それで、それはあなたの設定が悪いんだよと。多分、寝てたんですよ。それで、電子



29 

 

メールが来たよということで、何かサイン出したんですね。小うるさいなみたいなね。

で、何時だと思ってるんだと。それは、言うほうが間違いだと。私の感覚で言うと、

電子メールシステムというのは蓄積交換システムで、あなたが都合のいいときにセン

ターに行ってメールを受信すればいいんだと。私は都合のいいときに送りますと。

"That's it."なんだと。それが、携帯電話のメールシステムが普及するようになって、

それが通じなくなった。 

 

――プッシュが当たり前になった。 

 

〇ニフティにおけるユーザーとの関係とユーザー文化（１） 

――そういう感じでニフティができて、技術的にもあったし、インターネットとの関

係とかもちょっと伺ったんですけれども、ユーザー文化というんですかね、ユーザー

ネット文化というんですかね。これはやっぱり、パソコン通信があって、ネットのイ

ンターネットのほうにもまたつながっていくと思うんですけど、ニフティの中でユー

ザーたちが勝手につくりだした文化とか、あるいは、ニフティ側が提供してうまく回

ったものとかいろいろあったと思うんですけど、フォーラムやメールがかなり軸、そ

れとデータベースという話でしたけど、そのあたりのユーザーの活動に関して、当時、

何がそこで生まれたのかとか何が行われていたのかあたりをちょっと改めて伺えると。 

 

山川：そういう点ではですね、私自身の考え方は非常に唯物論的で、下部構造が上部

構造を規定するみたいな考え方で。 

 

――どういうことですか？ 

 

山川：これはですね、データベースで考えていただければ、多分、皆さん、ご存じの

話だと思うんですが、初期のデータベースというのはフルテキストじゃないんですね。

文献検索データベースなんです。それで、何々のこういう論文が、誰々が書いたこう

いう論文がありますとか、こういう文献がありますと、データベースが答えてくれる

のはそこまでで、後、図書館に行って、それを入手する。それがデータベースだった

んです。 

それで、何が文献に書いてあるんでしょうかということに関して、いろんなデータベ

ース会社は、キーワードをつけてますね。まず、キーワードがあって、キーワードが

全盛のころ、シソーラスというのがあったんです。検索用語辞典みたいな。それで、

それが上位語、下位語というのがあって、包含関係というのがあって。で、シソーラ

スをうまく使えますか。例えば、がんといったとき、がんと腫瘍はどう違って、どっ

ちが上位語なんでしょうかとか、そういうので探していくわけですよね。 

そういうので探していって、各データベースの中にディスクリプターというのがあっ

たんですけど、エリアとして。ディスクリプターって何かというと、検索をかけたと

き、この言葉で引っ掛けてくれるという。 

このディスクリプターの構造を今でも使っているのは、例えば、Google なんかは使っ
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てるんじゃないかなと思うんですよね。これは私の想像です。というのは、Google は

世界中に自分たちのスタッフを置いて、SEO 対策をやってるんです。それで、SEO って

何かというと、それほど検索されてないのに、自分たちの記事を上位にもってきたい

技術なんですね。それに対して、Google をはじめ検索エンジンが希望しているという

のは、本来のユーザー感覚に近づけたいと。だから、SEOを上手にやったから、うちの

記事が上位に出てきてしまうということで大喜びしているというのはなるべくつぶし

て、実力的にはこんなものでしょうねということで納得してもらいたいと。そのため

に、世界中にスタッフを置いてチェックをしているんですよね。変な順位で出てこな

いかというのを。 

それで、それと同じことがかつてデータベース検索の中で行われていて。ただ、全文

検索とかそういうものではなくて、フルテキストデータベースではなくて、全データ

がそこにあるのではなくて、そこであるというのがわかったら、どこかでその論文を

入手しなさいみたいなものがデータベースだった。かつて。その時代にはですね、デ

ータベースサーチャーという職業も非常に重要…。 

 

――会社もありましたね。 

 

山川：ええ。私もお付き合いいただきまして。そういう方たちもいたと。 

だんだん、下部構造が変わってくるわけですね。コンピュータのメモリー容量が非常

に上がってくるし、高速で伝送できるようになってくると。そうすると、なんでそこ

を分けて、別途、図書館で入手しなきゃいけないんでしょうかという話に対して、今

まではご不便をおかけしましたと、あなたは全文でとれるようになりますというのが

だんだんの風潮になってきたんです。それで、全て、その場で全部入手できるように

なってきたというのがデータベースの世界だったんです。 

 

今度、フォーラム、ユーザーなんですが、ニフティのフォーラムがあの仕組みの中で

全盛を迎えた時期というのは、やっぱり、人と人のつながりが大事だった時期だと思

うんですね。 

 

――500 ぐらいあったとおっしゃってますか。 

 

山川：ええ。 

 

――あれもでも、ツリー構造でしたよね。フォーラム。 

 

山川：必ずしもツリー構造ではなくて。多分、同じようなジャンルでフォーラムが立

ってるんだけれど、システムオペレーターが違いますと。 

 

――単にメニュー上、なっているだけで、構造がそうなっているわけではない。 
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山川：そうです。同じテーマであっても、私は違うアレンジの仕方をしたいとか、私

のテイストを主張したいというのがあって。なんでこういうかぶってるものをまた持

つんですかみたいな話もよくあったんですが、それはそういうテイストを求めている

人がいたとしたら、それは作りますよと。 

 

――あれは、作りたいと言ったら作れたんですか？ 

 

山川：はい。作りたいと言った場合、それで申請を出していただいて、どういう運用

をしますかということを聞いて、それで、認めるかどうかをニフティで判断するとい

う形です。それで、そこにスタッフを置けます。スタッフを置いて、例えば、オンラ

イン登録されたソフトウェアがちゃんと動くんですかという話をしたり、これ、ウィ

ルスついてないですよねというような基本的なチェックをシステムオペレーターがや

ったりするんですね。 

 

――それは、その委託されたシスオペがやると。 

 

山川：はい。その代わり、データライブラリーと言ってたんですが、ソフトウェアを

格納するところからダウンロードが行われて、例えば、ダウンロードに 5 分かかりま

したというと、お一人様 5 分ぶんというのがシステムオペレーターの収入のカウント

に入ってくるわけですね。 

 

――なるほど、なるほど。 

 

山川：だから、ボリュームの大きいソフトウェアというのは、システムオペレーター

にとっても歓迎だったんです。あそこはどうもチェックが甘くて、あそこから落とし

たやつを自分のパソコンで走らせたら故障するよみたいな話になったら、これは非常

にまずいわけですよね。だから、ちゃんとチェックしますと。データライブラリーを

チェックする係とか、それから、会議室を最初 10 個置けますみたいになって。会議室

の中でちゃんとコミュニケーションがとれてるかどうかという確認をしていくという

ような役割とかというのを、自分の配下のスタッフに分業してもらえるわけですね。

システムオペレーターが。 

 

――例えば、僕がフォーラムを作りたいとしたら、こんなフォーラムをやりたいみた

いなことを書いて出して、僕は、今、おっしゃったようなことをやるためには自分 1

人でやりきれなかったら、組織にならないとできないですよね。 

 

山川：ええ。 

 

――運営してたのは個人なんですか、フォーラムって。企業も結構。企業もあったこ

とは承知してるんですけど、どういう人たちが多かったんですか？ 
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山川：最初、個人です。最初、個人で、その後に会社組織にしてしまった人もいます。

例えば、それは、坂本（：坂本光正）さんですとか。 

 

――先ほどのブルースターの。 

 

山川：ええ。それから、松木さんも会社組織にしちゃいました。何人か、そういう形

を。 

 

――そういう方は、一つのフォーラムを回すのに例えば 5、6 人とか、そういう体制で

やってたんですか。 

 

山川：そうです。 

 

――それをじゃあ、ニフティさんから入ってくるお金をその中で分けたりとかしてや

っていたと。 

 

山川：ええ。我々は分け方に関しては一切干渉しないと。という格好ですね。会社組

織にしてしまって、そこでそれを収入として計上して、そこから給料を払ってたと、

そういうことですね。 

 

――限りなく YouTubeでチャンネル持ってるような感じですね。 

 

山川：ええ。      

 

〇ニフティにおけるユーザーとの関係とユーザー文化（２）      

――なるほど。炎上とか、そういうのもありますよね。 

 

山川：あります。訴訟事件もありました。 

 

――ああ、そうか。 

 

山川：ええ。 

 

――名誉棄損ですか。 

 

山川：そうです。足かけ 7年かかりました。 

 

――足かけ 7年。それ、詳しく言えないんですけど、どうなんですか？ 
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山川：詳しい分析はネット上に出てますので、大丈夫です。それは、何しゃべっても。 

 

――単なるけんかなんですか、それ。 

 

山川：名誉毀損されたという女性と、毀損したという男性と。本来、システムオペレ

ーターはそのようなことが行われないように配慮すべきであったというのと、システ

ムオペレーターの監督責任としてのニフティですね。だから、書いた人、システムオ

ペレーター、ニフティ、この三者が訴えられたんですね。 

 

――どうなったんですか？ちょっと不勉強で。 

 

山川：第一審と、それから、第二審。第一審の場合は原告の主張を認めて、書いた人、

システムオペレーター、ニフティ、それぞれ責任ありますね。ただ、システムオペレ

ーターとニフティは極めて少額の賠償金だけ払って、後、謝罪記事を載せろとかいう

話があったんですが、それに対して控訴したんですね。それで、我々はそもそもその

現代思想フォーラムというようなフォーラムの中で赤裸々な対立意見が出てくるとい

うことに関して、それはごくごく自然なことだと思って、必ずしもそれはシステムオ

ペレーターとか運営会社であるニフティの不作為とは言えませんということを主張し

て、控訴審を起こしたんです。それで、控訴審では、ニフティは勝ちました。システ

ムオペレーターとニフティは何ら問うべき責任はないと。というふうになりました。

ただ、一審の判決が出るまでの間に、そうと知り得たら、そこから責任が発すると、

生ずるというような一般的な解釈は成り立ってきて、それで、あのプロバイダー責任

制限法につながってくるわけですね。 

 

――おお。ちょっとね、その辺があんまり僕は強くなくてね。そのときもうプロバイ

ダー。 

 

山川：はい。という言葉になってましたね。 

 

――それ、何年ですか？ 

 

山川：2000年ぐらい（：プロバイダ責任制限法は 2001 年設立、2002年施行）。 

 

――ああ、でも、2000年ぐらいならあり得るか。 

 

山川：ええ。 

 

――なるほど。あれ、何年までいらしたんですか？ 

 

山川：私は……（笑）。その辺が曖昧。2001 年まででしたかね。 
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――意外に、ずっといらっしゃったんですね。 

 

山川 ええ。そのころまではいました。 

 

――そういうことなんですね。それから、ドコモ・エーオーエル（：DoCoMo AOL。

2001～2004？）というか。 

 

山川：はい。 

 

――ちょっとユーザー文化についてもうちょっと伺いたい。 

 

山川：それで、いただいた質問表の中に、なぜニフティはというか、パソコン通信は

衰退したのかという話がありまして、そこは先ほどのお話とちょっと絡むと思うんで

す。ニフティのフォーラムがほんとに機能したのは、人と人とのつながりが重要だっ

た時期。例えば、私と遠藤さんがフォーラムでやり取りしてます。それで、遠藤さん

の頭の中って、全てデータがネット上に展開されているわけではないと。 

 

――ないですね。かっこつけたことしか書いてない（笑）。 

 

山川：それで、大体これで、遠藤さんというのはこういうことで、もっと聞けばこの

辺のこと、詳しく話してくれるかもなというようなことがあるというのが、フォーラ

ムがバックグラウンドとして持ってた時代なんです。それで、それはですね、文献検

索、データベースでいうと文献検索の時代。ちゃんと書いた論文は図書館行って調べ

ましょうよと。 

 

――なるほど。 

 

山川：だから、ニフティのフォーラム文化が花開いたころというのは、人と人とのつ

ながりがすごく大事。私は、例えば、遠藤さんという人をよく知ってますと。遠藤さ

んとお付き合いしててこうこうこうで、この人からもっともっとたくさんの知識を引

き出すことができます。というのが、フォーラムの基本的な人と人との付き合い。 

 

――なるほど。 

 

山川：それがですね、だんだん、フルテキストデータベースに変わっていくわけです。

フルテキストデータベースになってくると、何も遠藤さんにごあいさつしなくたって、

たくさん書いてあるじゃないと。これ、落っことしてくればいいんだよと、こういう

話になってくるわけですね。全ての必要な情報は、全てネット上に書かれていますと

いう時代になってきて、人と人との付き合いをそんなに大事にしなくてよくなってく
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ると。 

 

――例えば、これ、今、パソコン何買ったらいいとかいうときだったら、きっと編集

長だから、遠藤に聞けば、本当はこれ買っちゃダメとかきっとわかるんじゃないかみ

たいな。だけど、インターネットが 95 年ぐらいからだんだん盛んになってくるから、

結構、そういう情報を僕以外の人間もバンバン書くようになってきたと。 

 

山川：それは、例えば、価格.com で調べればいいんじゃないと。コメントたくさん出

てるよと。 

 

――まだブログブームはきてないけれども、ああいうところにコメントで書くような

ことは、もう始まってましたね。 

 

山川：ええ。そうなってくると、人と人との関係って、それほど重要ではなくなって

くるわけですよ。 

 

――これ、買わないほうがいいとか、かなり重要な情報だけど、それでも……。 

 

山川：遠藤さんがこれ勧めてましたよとかというのではなくて、もう、ちゃんとリス

トになって順位が書いてあるじゃないみたいな。そういうふうになってくるわけです

ね。 

 

――人間は情報だったということなんですか。 

 

山川：そうです。そういう状況に関して、すがやさんが嘆いているんです。すがやさ

んは結構、戦闘ものの小説なんか書いてますよね。彼が新しい時代のユーザーのビヘ

イビアに関してコメントしたことがあって、「一撃離脱」と言ったんです。戦闘機の

戦い。空中戦やらないんですよ。「遠藤さん、これもうちょっと教えて」とか、「こ

っちはどうなんでしょう？」って、そういう空中戦をやらないで、「あ、書いてある

ね。ありがとう」。お礼も言わないと。今、例えば、価格.com に行って、このパソコ

ンがどうのとか人気度何位って、わざわざそこにお礼を書き込む人いないですよね。 

 

――うん。 

 

山川：そういうふうになってきて、人と人でつながっていたフォーラムの土台という

のが失われていきますねと。彼はそれを寂しいねと言ったんですね。 

 

ニフティで、例えば、システムオペレーターがいて、その人のテイストと、その人の

テイストを支えてくれるスタッフの人たちが何人かいて、あるフォーラムが運営され

てますと。人によっては、それももう面倒だと。ややこしいとかうざいとか。なんで
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このテーマでこの人はシステムオペレーターという大きな顔してるんですかと思って

くるわけですね。そういったところに、ブログがどんどんできてきて、全部、一人一

人別々に持てばいいじゃないという話になってくるわけです。 

 

それで、全く、ネットワークのスペースに自分が自己満足的に書いてて、誰もコメン

トしてくれないというところもたくさん出てくるんですが、それでいいじゃないとい

う風潮に変わってくると。むしろ、誰々さんがリーダー的な大きな顔をして、ここで

仕切っているような、そういう雰囲気で私は嫌いですみたいな。 

 

――フォーラム的な文化に対して、属人的であることがむしろマイナスに感じるよう

な空気ができてきたと。 

山川：だと思います。 

 

――それで、そこからしか情報が得られないなら、それはすごく価値が感じられたけ

ど、そこ以外からも情報がどんどん入手できるように 2000 年にかけてなってきますか

ら、そうすると、その属人的な組織というか、そこにもう頭を下げるのは嫌だと。 

 

山川：ええ。全てが書かれているんだったら、それを見にいって読めばいいだけでし

ょみたいになってくるんです。何も、その人と何らかの知り合いになって、その人と

付き合う必要はないです。 

 

――松木さんと仲良くならなくても、Mac の情報は手に入るぞと。 

 

山川：そうなんです（笑）。 

 

――なるほど。 

 

山川：そうなってくると、フォーラム的な構成というのは、それほどは支持されなく

なってくる。ただ、一部においては、そういうのが必要なところもあります。そうい

うのは残っていくんですけれど、支配的な構造ではなくなってくるというのはあるん

じゃないのかな。 

 

――データベース論ですね。 

 

山川：ええ。唯物論者としては、そういう分析をしているんですけどね。 

 

――それが先ほどの話に。 

 

山川：ええ。 
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――なるほど。 

 

山川：だから、データベースと同じで。フルテキストデータベースがあるんだったら、

もういいじゃないと。図書館なんか行かなくたって、ここで全部手に入る。いちいち

お礼も言わなくてもいいし、質問も発しなくていいと。だから、なんであの人と仲良

くならなきゃいけないんですかみたいな。 

 

〇パソコン通信から現代につながるネットワークの課題 

――ということは、みんながパソコン通信と言っているやつは、先ほどの、そのネッ

トワーク技術的なプロトコルとかうんぬんじゃなくて、フォーラム文化であるという、

言い切っちゃってもいいぐらいのイメージなんですかね。 

 

山川：言い切っていいというか、私はどちらかというと、連綿と続いているんじゃな

いかと。 

 

――要するに、フォーラムで始まり、フォーラムで、このニフティに関する話は、社

名もそうだし、終わるぞという。 

山川：ええ。 

 

――もちろん、データベースとか経済的にはいろんなものがあって、インフラになる

回線とかもあれだけれども、実はフォーラムの話であると。 

 

山川：それで、人が何を求めたのかということですよね。例えば、これ、この。 

 

――あ、コーヒー来てる。 

 

山川：ちゃんとコーヒーカップに入ってるのをコーヒーというのか、こういうカップ

に入っているのもコーヒーなのかとか。私は、パソコン通信をパソコン通信と言って

いるのは、コーヒーカップに入っているのをコーヒーと言いますと。入れ物にこだわ

った。 

 

――呼び方で。 

 

山川：別に、RS-232C じゃなくて、昔の、同じころのインターネットだって、RS-232C

で、その口で……。 

 

――やってた。 

 

山川：例えば、あるドクターコースの学生が家に帰っても文献検索したい場合、電話

回線を使って大学のイントラネットにアクセスして、よその大学の文献を、あるいは、
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図書を調べたんじゃないのかなと思いますね。だから、特徴的なものは、電話回線を

使いますとか、モデムがあって、RS-232Cのインターフェイスがありますとか。それは

見かけだけでしょうと。 

あなた、コーヒーを飲みたかったんですか、カップをなめたかったんですかというよ

うな話になるんじゃないのかなと思って。結局、人ですというようなことを言った場

合に、人が欲しかったのかどうかというと、今、違いますよと皆さん言ってて。やっ

ぱり情報だと。知恵だと。知見が欲しかったということであって、たまたまその知見

を運んでいるのが人だから、その人と仲良くなりたかったという、ある歴史的なステ

ージがパソコン通信で、特徴的だったんじゃないか。あの仕組みの中で。 

 

――多分、外側の……。オーラル・ヒストリー的には、僕が意見を言うと、またあれ

なんだけど。とはいえ、ニフティという、エヌ・アイ・エフという会社が、会社が企

業としてサービスを運営していて、フォーラム作っていいかみたいなのも全部許可し

たりとかして、権力を握ってるわけじゃないですか。 

 

山川：ええ。 

 

――そういうのを全部、すごくヴィントン・サーフとかはまさにそうじゃないかと思

うんだけど、むしろそれがばらけて、技術をみんなが直接使えるように。民主化とい

うと、ちょっと言葉は悪い。要するに、ニフティ帝国なわけじゃないですか。悪く言

えば。それと、技術を直接使ってホームページ作ったり、ブログもサービス提供者が

いるからちょっと微妙なんだけど、そこが分散化するというか、中央集権的じゃない

のがインターネットであるみたいな、そういうバランスはあるんじゃないですか？そ

んなことないですか？ 

 

山川：あると思います。今、それが非常に崩れてきた時代で、それをどうやって世の

中的に設計していくんでしょうかというのは非常に問題になると思いますね。 

 

――GAFA（：Google、Apple、Facebook、Amazon）が強すぎるとかね、いろいろありま

すよね。 

 

山川：ええ。それで、私、何点か、今の世の中に対しては疑問を持っているんです。

例えば、今、遠藤さんのお話で出た GAFAなんですけれど、GAFAがなぜ強くなれたのか

というと、ニフティは接続に対してお金を求めました。GAFA は何を求めてるのかとい

うと、個人情報を求めている。個人情報を通貨のごとく使って、それで、皆さんはタ

ダだからということで使ってるけれど、実は個人情報を出していると。個人情報の使

い方として、あれがほんとに正しいのかどうかというのは疑問点がいろいろあるんで

すけれど、EUなんかかなり先端的に反対してますけど。 

例えば、私の個人情報、もろに個人情報というものをネットに全部ばらまかれたりし

たら、これは困る。だけれど、あなたの個人情報をあなたにだけ、再帰的に使用する
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んだったらいいんじゃないですかと。こういう使い方というのは、今、禁じられてい

ないですよね。そうすると、私がよく買う本の傾向を分析して、「あなたはこういう

本がお好きですよね」とは必ずしも言わないんですが、「今度、こういう本が出まし

たから、お読みになりませんか？」とかね。それから、「あなた、多分、こういうも

のを買いたいんじゃないですか？」みたいなことを言ってくるわけですね。 

そうすると、あ、そうだねと、かゆいところに手の届くようなことを言っていただい

てありがとうございますといって、どんどん、どんどん、こっちのほうに行っちゃう

わけですね。これが正しいのかどうか。私はやっぱり個人情報をそういう形で、もう

１回、例えば、遠藤さんはこういう人で、ネットを分析したらこういうことだという

のはわかりましたと。これ、もう１回、遠藤さんに返して、遠藤さんを誘導するのは

やめたほうがいいと思ってるんです。そういう使い方というのは。 

それで、個人情報がマーケティングにおいて人を誘導するために使われ、認識の形成

においても誘導が行われています。今、アメリカでは民主党支持者と共和党支持者が、

お互い口も聞きたくない、顔も見たくないという状況になっていますが、それは本当

に民主主義の根幹なのでしょうか。違う意見を持った人と意見交換していかなければ

いけないはずです。しかし、民主党大好き、共和党大好きというように、どんどん純

化していってしまう。それは、そういった情報をどんどん投げられるからです。 

例えば、朝日は嫌いだ、日経は嫌いだ、産経は嫌いだと。それはそれで結構です。そ

う思っていてください。ただし、あなたは一応全部目を通したほうがいいというのが、

今までの世の中だったのではないでしょうか。それに対して今は、あなたが今まで読

んでいる新聞記事から、あなたが読みたいと思う傾向の記事を引っ張り出しますとい

う形になっています。そんなことをやったら、世の中が非常に危険になるのではない

かと思います。 

GAFAの問題で、今は Google検索などをお金を払わずに無料で使えると言って、みんな

喜んで使っていますが、それによって、私が本来とるべき行動がきちんと設定されて

いるのでしょうかということが非常に問題になってきます。そんなものは昔からあっ

たと。会社の言いなりで、この会社の空気の言いなりでというのはあったかもしれま

せんが、今ほどひどくはなかったのではないかと思います。 

 

――なるほどね。 

 

山川：それが 1 点と、もう一つ、この前思ったのですが、ある人がプレゼンをしたと

きのことです。こうこうこうで、こういう分析結果も発表されていますと。そして、

私が ChatGPT で検索した結果はこうでしたと。その人は発表の段階になってやっと気

が付いたのですが、同じことを言っているということに。ChatGPTで検索したものは出

典を書いていないので、違うものだと思って安心して使ってしまった。よくよく発表

する段になって、その数値や結論を言ってみたら、同じものを引っ張ってきていたの

です。 

アメリカの大学へ行くとリベラルアーツがあって、論文の引用の仕方などを非常に詳

しく教わり、行儀作法をきちんと学びます。論文を引用するときはこういう引用の仕
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方をしなければいけない。それから、世の中には査読誌があって、査読誌でなくても、

編集長が大きな権限を持っていて、これは載せるべきであるとか載せないとかという

判断をします。それは一定の判断基準があって、非常にハードな形からマイルドなも

のまで全てフィルターがかかっています。 

しかし、アカウントを偽造とは言わないまでも、私自身が 5 個も 6 個もアカウントを

持っていて、ChatGPTで偏った意見をいくらでも作って、どんどんネット上にあげれば

いいという、そういう世の中になってしまうと問題です。何が真実かは人によって違

ってくると思いますが、そういうのを使った人たちが虚偽情報や、虚偽ではないにし

ても偏った情報を流していって、それで世の中が左右されていくような状況には、ど

こかで歯止めをかけないといけないのではないかと思います。 

だから、AI の使い方や個人情報に対する規制、それから、ネットに書いてあることを

どういう形で解釈すればいいのかということに関しては、非常に難しい時代を迎えて

います。かつて、本を出すとか雑誌に自分の主張を載せてもらえるというのは、かな

りフィルターがあってお金もかかり、それなりに世の中に認められなければいけない

というものでした。例えば、学会の査読誌のように。そういういろんな段階のフィル

ターが、完璧とは言わないまでも、いろんな形で機能していて、そこそこ妥当性のあ

るものしか世の中に出てこなかった。それに対して、何でもかんでも ChatGPT を動か

せば載せられるというものが出てくると、何を正しいものとして、何が世の中全体の

動きを表しているものとして解釈すればいいのか、それが極めて難しい形になってき

ます。 

例えば、朝日はこう言っている、産経はこう言っていると。全く正面から対立してい

ますと。これはこれでいい。だけれど、何かわからないものが非常に大きなパワーを

持って出てきてしまうというのは怖いと思います。朝日は朝日で自分の社風を大事に

し、産経は産経で自分の社風を大事にし、それぞれ編集方針に従ってやっていて、ま

あ、こんなものでしょうというのはあっても構わないと思います。 

 

――パソコン通信からインターネットになって、そういった、ある種、はめられてい

たいろんな仕組みが全部解かれていってしまっている。そういう経緯ですかね。なる

ほどね。 

 

山川：何でも書けるようになって。それはそれで素晴らしいことですが、薬と同じで、

副作用ゼロとは言えない。そこが怖い世の中になってきたという感じがします。今後、

どういう形でルール作りをしていくのか。 

 

 

〇ドコモ AOLに関する動向 

――ニフティの後、ドコモ AOL、それ以降のお話とか、研究上でやられたことなど。今

のお考えとかもいろいろお聞きしたので、きっと関係してくるんだと思いますが、AOL

はどんな感じだったのですか？ 
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山川：AOL は、私にとって一番大きかったのは、CompuServe を AOL が買収してしまっ

たということです。 

 

――あ、そうだったのですか。 

 

山川：はい。AOL と CompuServe の間は何回か確執があって、どちらがどちらを買うの

かわからなかったのですが、最終的には AOL が WorldCom と連合を組んで、CompuServe

を買収してしまいました。CompuServe は、親会社が H&R Block という会社で、これは

納税申告をサポートする会社でした。アメリカは日本と違って、企業が代わって所得

税の申告をしてくれるのではなく、全部自分で申告しなければいけません。 

 

――そうですね。 

 

山川：納税申告というのですか。一人一人が給料から天引きされているのではなく、

我々はアメリカ合衆国にとか何州にこれだけの税金を払っているのだと。だから、ち

ゃんと行政をしっかりしろという。そういう意識をもって、民主主義は支えられるの

です。ギブ・アンド・テークで。 

 

――パソコンの主要ニーズの一つ。 

 

山川：はい。それで、納税申告はとても大事です。そういう会社だったのですが、そ

の H&R Block の株主は、要するに、退役軍人会（：退役軍人省？）の資金がわりと大

きかったのです。それまでの父親社長が引退して息子の代になったとき、息子はあま

り CompuServe に対して興味を持ちませんでした。親会社としては。それで、AOL と

WorldCom がそんないい値段を出してくれるのだったら売ってしまえばいいのではない

かと。株主もあまり反対しないしということで。我々にとっては非常にショックでし

たが、売ることになってしまったのです。 

売ることになって、私は文句を言いました。何を文句を言ったかというと、あなたた

ち、日本に子会社があるではないかと。それで、CompuServe を買って、我々と、エク

スクルーシブライセンシーであるニフティとその子会社は、どういう関係になるのか

と。そもそものライセンス契約のときに、我々は CompuServe との間でライセンス契約

を結ぶわけですが、そこで非常に大きな争点になったのが……。あまり言ってしまっ

ていいのかな。ライセンス料の問題、先ほどお話したように非常に高かったというの

と、それから、もう一つ問題になったのは、ランニングロイヤルティーです。特許権

の場合は有効期限がありますから。だけど、ノウハウライセンスに関しては、期限と

いう特段の法律上の期限がないのです。これを永遠に払わなければいけないのかと。

これをどこかの時点で何かしなければいけないねという話があったのです。 

それで、私は一番最初の契約を一生懸命推してきた人間として責任感を持っていたわ

けです。そこにきて、CompuServe が AOL に買収されたと。その AOL は日本に子会社を

持っていますと。同じところで、競合同士ですと。だけれど、アメリカでは
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CompuServe の親会社が AOL になってしまいました。これをどうしてくれるのだという

ことで、まず、線引きをはっきりさせるということで AOL と交渉したのです。すった

もんだしました。 

結局、こことここはこういう形で線引きして、ここに関しては一切お互い知り得ない

ことにして線引きしましょうということになりました。そうこうしているうちに、い

よいよ、ライセンスのペイドアップに持ち込みたいと。要するに、全部払ってしまっ

て、以後関係なしというふうにしたいと。我々は CompuServe から習うべきものは、既

にその当時十何年かかかって全て学びましたと。ニフティはニフティで独自の発展を

していますと。CompuServeは CompuServeの発展をし、インターネットもどんどんそう

いう考え方も出てきていますと。だから今さら、まだライセンスが続いているという

形にしないで、ここで一時金にして全て解決してしまいましょうという提案をして、

それで AOLと交渉したのです。 

 

――それは何年なんですか？ 

 

山川：97、98年、あるいは 99年くらいだったと思います。それで交渉して、全部金銭

で解決し、以後お互い関係なしということにしました。ただ、私はそこで AOL と関係

ができてしまって。 

 

――交渉している間に関係ができちゃった。 

山川：ええ。どういう壁の作り方の構造にするかとか、そういうのでずっとやってい

て、私は非常に納得できる形で、向こうも折り合ってくれたと思うんですね。 

そうした中で、1999 年に日商岩井が株主を降りるという話があり、富士通 100％にな

るわけです。榎（：榎啓一）さんとか夏野（：夏野剛）さんから声を掛けられて、こ

ちらで困っているから手伝ってくれないかと。AOL側はもう結構知った人間ばかりだっ

たんです。 

 

――なるほど。 

 

山川：それで私は、CompuServe から引き継ぎ、ニフティで育て、そして AOL ジャパン

のほうに行っても、しゃべれないことがありますよと。同じような壁を作っていただ

いて結構ですと。ただ、ドコモとしては次困っているので、こちらをやってください

というお話があって、それで移動したということです。 

 

――90 年代後半って、まだニフティはすごい元気があって。ニフティのピークって何

年ぐらいなんですかね？ 

 

山川：95、96年というか、勢いとしては 94、95年です。 

 

――会員数としてはもっと後でしょ？ 
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山川：会員数的にはもっと後です。 

 

――500 万人とかそんな感じですか？ 

 

山川：そうですね。そう言っていた時期もあったと思います。 

――450 万人とかいったような感じがあるんだけど。 

 

山川：ええ。 

 

――それ、96、97年とかじゃないかと思うんだけど、そうでもないですかね。 

 

山川：そのころだと思います。 

 

――そのタイミングでドコモは、ドコモ AOL、何のつもりでどうやってたんですか？僕

らはパソコン野郎とかはもう、インターネット、インターネットとか、頭がもういっ

ちゃってる時代なんだけど、あのタイミングで、確かに「ユー・ガット・メール」み

たいなのはあったけれども、そのときの空気がもうひとつわからないんですよね。 

 

山川：それは iモードですね。AOLのサービスが日本で始まったのは、もっとずっと前

です。それで AOLが多分、筆頭株主だったか、2番手だったか。 

 

――ああ、そうなんですか。 

 

山川：日本側で株主だったのは、三井物産（：三井物産株式会社）と日経新聞です。

アバウトで、どっちが何％多いというのを切り捨てて言ってしまうと、多分 AOL が約

半分、三井物産が 40％、日経新聞が 10％くらい。ちょっと不正確ですが、そんな感じ

で、AOLの側として若干不満があったんじゃないかと思うんです。 

 

――ちょっと迷走もしてましたよね。日本はね。 

 

山川：ええ。富士通のようなコンピュータに詳しい会社が株主にいないということな

んです。それである程度いったところで、そういうコンピュータシステムとかネット

ワークに詳しい会社に入ってほしいという願望を持っていて、ドコモが筆頭株主にな

ったんです。 

 

――ドコモは、とはいえ、サービスレイヤーのものを何かやりたかったのかな。 

 

 

山川：ええ。それで、ドコモは出資する気持ちになったと。ただ、誰を社長にするか
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ということに関しては大変苦労して。その後、私が 5代目ですからね。 

 

――そんなに替わってるんですか。 

 

山川：ええ。確か私が行ったとき、"five CEOs in five years"とか言われて。やっぱ

り、アメリカのネットワーク運営会社とうまく付き合う人間というのは、なかなかド

コモも探すのに苦労してたんですね。 

その後、私は AOL に行ったんですが、これ遠藤さん、ご記憶かどうかわからないです

けれど、私は非常に印象があるんですが、私が行く前に、AOLはタイムワーナーと合併

（：発表は 2000 年。手続きの完了は 2001 年）したんです。それで、ティッカーと言

いますか、ティッカーコードって、日本で言うと東証コード（：証券コード）みたい

な。あれをどういうわけか、合併後、AOL のティッカーコードを使ったんです。 

 

――ああ、そっちの話で。 

 

山川：ええ。それで、ティッカーコードをそっち使ったために、AOLは、タイムワーナ

ーを合併したんだという意識が非常に強かった。 

 

――へえ。 

 

山川：へえと思っちゃうでしょ。その後しばらくして、SECの調査が入るんです。証券

取引委員会（：米国証券取引委員会）。それで、広告売り上げに対して粉飾があるん

じゃないかという疑いを持った。 

 

――アメリカはその辺の法律が結構うるさいんですよね。 

 

山川：うるさいです。それで調査が入って、どこかで折り合いをつけたんだと思いま

す。何人かの首を切りますというのと、海外オペレーションを切りますというふうに

言って、それで日本のオペレーションは AOL から切り離しますという話になったんで

す。それで一応、その切り離しをするために、AOL、当時ドコモ AOL と言いましたけど、

ドコモ AOLを 1回、AOL100％に戻して、その後売却しますというふうにしたんです。 

 

――なるほど。 

 

――AOL ジャパンになるということ。 

 

山川：それで一時的に AOL ジャパンに戻して、その後、イー・アクセスに売却したん

です。 

 

――ここでイー・アクセスが出てくるんだ。 
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山川：ええ。 

 

――ネットは激しい時代ですよね。 

 

山川：そうですね。そのころもう ADSL ダメでしたからね。 

 

――私、ずっと AOLユーザーだったので。 

 

――そうなの？ 

 

――そう。替わるたびに葉書が来るんですけど、いついつまでにこれを手続きしない

とこっちに行けませんという。26 年ぐらい前から。もう結構初めの、一番最初になっ

たのが AOLだったので。それで銀行口座とかを替えないと。 

 

――そのタイミングね。 

 

――それですごい、あ、このころって。山川さんが……。 

 

――ワーナーが買ったころも、だから映画を見に行くと、AOLと出てきちゃったりとか

して、結構びっくりとかありましたよね。ワーナーの映画なのにさ。なるほど。 

 

――ユーザー、大変でした。 

 

――そうか、そういうタイミングなんですね。そこでイー・アクセス（：イー・アク

セス株式会社）が出てきて、極めてドットコム的な匂いというか、モバイルバブルと

いうか、あれですね。 

 

――でも、アドレス変えずにずっと使えるというのはすごいと思いました。会社が替

わっても、ほかのところは結構変わったのに。そのアドレスがずっと使い続けられた

のは。 

 

山川：今でも同じドメイン名ですか？ 

 

――同じだと思う。 

 

山川：ああ。サポートは海外でやってるんですね。 

 

――aol.co……。そうですね。今、全部。 

 



46 

 

山川：香港かどこかで。 

 

――そうですよね。 

 

――そこがインターネットのいいところでですね、DNSのたかだかサーバーの中に文字

が並んでるだけなんです。そこがすごく。 

 

――結構、プロバイダー、会社替わると変えなきゃいけなかったりするのが、AOLはず

っと。最初から。 

 

――いや、もう、ポリシーだけですよ。あれ。J-PHONEなんかもずっと使えてたりしま

すよ。 

 

なるほど。そういうことだったんですね。何か言い足りないとかないですか？僕ら的

にはユーザー文化は結構興味あるんだよね。ニフティが生み出したものとか、先ほど、

フリーソフトというか PDS の話がありましたけど、ほかにも生み出したもの、いろい

ろあるんじゃないですか？ 

 

山川：文化的に言うと、オフラインミーティングなんていう。 

 

〇フォーラムとオフミーティング 

――ああ、オフミというのはそうですね。二次創作とか、どうなんですか？ 

 

山川：え？ 

 

――二次創作。いわゆるパロディ的な。コミケ（：コミックマーケット）の世界はも

う 80 年代から。フリーソフトはどんどんアップロードされたけど、そういう絵とか音

楽とかもあることはあったじゃないですか。 

 

山川：ええ。 

 

――FMIDI（：MIDI（Musical Instrument Digital Interface）のネットワーク）とか

あったと思うんですけども。 

 

山川：ええ。ありました。 

 

――あの辺、特にそういう動きはあったんですかね？ソフトの印象があまりにも強く

て。 

 

山川：ええ。 
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――漫画って、アップロードする文化はあったんですかね？ 

 

山川：それは一部にはあったと思います。 

――一部はあったけれども、相変わらず同人誌の世界は紙でしたよね。 

 

山川：はい、そうですね。 

 

――オフミはそういうフォーラムであったり、音楽のフォーラムとかでありましたよ

ね。もっと歴史とかいろいろ、本当に 500 なら森羅万象ある感じでしょうけど。ニフ

ティが生み出したものって、どちらかというと、そういう仕組み的なオフミだったり

とか、そういうのはあるけれども、それ自身が生み出したものとか、それによって生

じた文化みたいなものなのでしょうか。 

 

山川：はい。 

 

――ソフトはやはり特殊ですよね。漫画とかって、創作したものをアップロードする

のはあまりなかったんですかね。 

 

山川：私もそれはそんなにたくさん見たという感じではありませんでした。 

 

――意外にないような気がしますよね。 

 

山川：はい。 

 

――ほかに盛んだったフォーラムやサービスって何がありますか？政治とか経済的な

ものとか。 

 

――子育てフォーラムとか結構。 

 

――市がやったりとかしてましたよね。 

 

――フォーラムを？ 

 

――NIFTY-Serveの意見を聞いてとか、子育て情報の共有とか。 

 

山川：子育てもありましたし、それから例えば、レッツノートのハードディスク入れ

替えとか、そういうのを一生懸命やってたり。 

 

――結構、普通の人と言いながら、やはりちょっとテッキーなんですよね。 
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山川：テッキーですね。 

 

――ASAHI ネット（1988 年に ASAHI パソコンネットの名称でスタートした朝日新聞社

によるパソコン通信サービス）とかもやはり違いましたし、ニフティが持ってた文化

みたいなのはありますよね。 

 

山川：はい。1回、新聞記者の人に言われたことがあるんです。「このフォーラムの品

揃えを見ててね」と。 

 

――何なんですか。 

 

山川：「これはね、本屋に行って、売れない雑誌のコーナーを見ているみたいな感じ

がする」と言うんですよ。そういう点では、それって何かと言ったら、ロングテール

の先駆けになってるんですよ。 

 

――おお、いいこと言いますね。 

 

山川：今まで、マスメディアでは取り上げてもらえなかったような話題も、確実にあ

る層は関心を示してくれていて、そういったものにオンラインコミュニティーという

のはきちんと応えていけますよというのを示したんじゃないのかなと。 

 

――なるほど。 

 

山川：売れない雑誌コーナーみたいなことを言われました。（笑） 

 

――棚も、3枚目の裏側みたいなね。 

 

山川：はい。 

 

――なるほどね。 

 

山川：で、「それでいいんです」って言ったんですけどね。 

 

――ロングテールという言葉ができるのははるか後だから。 

 

山川：そうですね。メジャーではないけれど、確実にこういうのを求めている人がい

ますというものに対して、きちんと手段を提供できたんじゃないのかなと思いますね。

後、わりとあったのは、ショッピングですね。 
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――ああ。 

 

山川：これは結構、インターネットで普及する前に、ニフティの中で結構あって。 

 

〇オンラインショッピングとニフティ発のコミュニティ 

山川：多分、日本のオンラインショッピングの、一時期は 80％とか 90％をとってたと

思います。 

 

――例えば、どんな感じでしたっけ？ 

 

山川：本もありましたし。 

 

――本はどこがやったんでしたっけ？どこかが出店したんですよね。 

 

山川：はい。もちろん、みんな出店です。出店に場所を出す。 

 

――結構、意外に歴史のある大物がオンラインショッピングを始めるんですよね。 

 

山川：ジェフ・ベゾスさんも 1回、敬意を表して、ニフティに来てくれました。 

 

――へえ。 

 

山川：私、本のプレゼントもらいましたよ。 

 

――でも、Amazon はもう結構創業早いから、95 年とか（：Amazon の創業は 94 年）、

かなり老舗ですけどね。 

 

山川：あそこも、テイクオフするのに非常に苦労しましたよね。長いことかかって。 

 

――大坂屋ぐらいしか付き合ってくれなくて。 

 

山川：はい。 

 

――電気製品、カメラとかも、キタムラ（：株式会社カメラのキタムラ）とかが最初

の付き合いでしたよね。 

 

山川：パソコンを持ってとか、あるいは携帯電話からアクセスするというのが一般的

になって、一気にブレークしていきましたね。 

 

――ニフティで買い物、何でしたっけ。確かにありましたよね。 
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山川：ああ、そうだ。後、日比谷花壇（：株式会社日比谷花壇）が入ってましたね。 

 

――日比谷花壇は、花はメジャーだったんですよ。実は、パソコン通信で。花を送ろ

うぜとやったのは。 

 

山川：はい。 

 

――花はなんでパソコン通信の時代にメジャーだったのか、謎ではありますけど。花

を届けてくれるんですよね。 

 

山川：そうですね。 

 

――今のロングテールの話は結構、非常に腑に落ちる形でよい感じがしますね。 

 

山川：料理フォーラムなんていうのもありましたよね。 

 

――料理も盛んでしたか。 

 

山川：はい。当然、その中で、どこどこがおいしいとかという話も交換されてたんで

すね。それが、レストランの紹介とかそういうのに発展していくわけですね。料理フ

ォーラムというのは松尾さんという女性がやってました。後ですね、オーケストラを

つくってましたよね。 

 

――ニフティのメンバーで。 

 

山川：はい。 

 

――知らないけど、あってもおかしくないですね。 

 

山川：それをやってたというのと、後、自動車関係で、レースではなくて、次の自動

車をどういう基本設計にするかということに関して、日産なんか頑張って、それで結

構、皆さまのご要望を入れてとかいって出したら、バッと売れたとかというのは。 

――Be-1（ビーワン）とかじゃなくて。 

 

山川：でなくて。あれ、何といったかな。わりと平べったい車でしたけど。 

 

――ラシーン（：日産ラシーン。1994 年発売）じゃないですか。日産の。 

 

山川：はい、そうです。 
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――RV っぽいんだけど低い、駐車場に入るとかね。企業が結構入ってたというのもち

ょっと特徴かもしれないですね。そういう意味では、もうちょっとインターネット的

なあれはあったのかもしれないですね。 

 

〇海外サービスへの接続とインターネットの登場 

山川：はい。後、海外のISP（：インターネットサービスプロバイダー）と相互ローミ

ングするようにした。 

 

――それ、結構早いタイミングじゃないですか？ 

 

山川：わりと早いタイミングで。私がいたころですから、まだ。 

 

――それこそ、CompuServe に行けたりとか。 

 

山川：CompuServe は元々行けてて、そこプラス、アメリカでは EarthLink（アースリ

ンク）につないで。後、BT（：イギリスの会社）とか、それから、T-Online。それか

ら、イタリアの Tiscali（ティスカリ）。こんなところ。後、ブラジルのユニバーサ

ル・オンライン（Universo Online）。 

 

――結構、ユーザーいたんですか？そういうのを使う人たちって。 

 

山川：そんなにはいないですね。 

 

――それはやはり仕事絡みで、向こうにどうのとか。 

 

山川：はい。 

 

――学術系の人たちというんですかね。本来のインターネットというか、WIDE（：

1988～）とか JUNET（：Japan University NETwork。1994～2001）とか使ってたような

人たちと、ちょっとやはりニフティとかパソコン通信って違うじゃないですか。でも、

人文系だと意外にニフティは結構あったような気もするし。そこで果たした役割もあ

るんじゃないかなという気もするんですけどね。 

 

山川：学術系の人というのは大抵ニフティの IDは持っててくれてたんじゃないか。 

 

――そう。持ってないとみたいな感じはありましたよね。よっぽどじゃないと、WIDE

とかに入ってないですからね。 

 

山川：はい。彼らは、大学が出してくれる、大学の中のイントラネット経由、インタ
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ーネットに出ていって。 

 

――90 年代の中盤以降だと、そういう形がやはり。 

 

山川：それで、そこを経由して、自分のアカウントでやり取りできるというのと、後、

そうでない、その世界とはまた別の人とは、ニフティのアドレスでやるというような

感じでしたかね。 

 

――うん。そういう意味では、先ほどの、ネットのネット的なものですね。 

 

山川：ええ。 

 

――95 年頃は、先ほど休憩のときに出た、メールが革命的だと言われていて。企業の

フラット化みたいな話とか。メールが大きな原動力になったのは 90 年代中盤の少し早

めで、本まで出ていましたね。『アサヒビールのメール革命』みたいなタイトルで

（：『アサヒビールの電子メール社内革命』1996 年）。あれはイントラネットとパソ

通とのちょうど混ざっているようなタイミングでした。ひょっとしたら、もうイント

ラの話かもしれません。 

 

山川：インターネットを使う人が増えてきたと思ったのは、阪神・淡路大震災のとき

です。あのとき、ニフティは一生懸命支援をしたんですが、インターネットのグルー

プの人たちもなかなか頑張っていました。ネットを通じての寄付金集めなんかもやり

ましたね。 

 

――そうですね。阪神・淡路では、ネットの人たちは、そもそもああいう分散型のネ

ットの強さを示せたみたいなことを、今でも語っている人がいますね。 

 

山川：心配だったのは、流言飛語の源にならないかということでした。ああいう災害

のときは少し心配したんです。関東大震災（：1923 年）のとき、大問題になりました。

ところが 7、8 時間待って、流言飛語は出てこないようだということで、特設の掲示板

を作ったんです。 

 

――なるほど、そういうことですか。 

 

山川：それで、ネット上で寄付金集めをしまして。クレジットカード決済にしたら、

後でカード会社に怒られました。それは契約の中のアイテムに入っていませんと。今

回だけは目をつぶりますがと。 

 

――本来、そういうアカウントのお金の利用は。 
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山川：サービスとか物品の売買の決済に使うのはいいけれど、寄付金集めはダメです

と。そう言われてみればそうかなと。 

 

――下手すると法律であるんじゃないですか。金融庁とか何か言ってきそうな。なる

ほど。そういう社会的な機能も生んでいましたね。 

 

山川：そうですね。ただ今は、投げ銭的な寄付の仕方とか、そういうのは全部ネット

上でカードアカウントを使ってできるようになりましたよね。社会が変わってきたん

じゃないかという感じがしますね。 

 

〇ネット文化における未来への視線と提言 

――かなり僕も知らない話とか、特に初期の話とか、なるほど、そういう構造だった

というのでお聞きできました。最後のほうで、文化的なところも、社会的なところと

か、先ほどのロングテールの話とか。Netflixが出てからですかね。あそこの社長（：

リード・ヘイスティングス？）がロングテールと言い出したので、だいぶ後ですよね。 

 

山川：いや、もっと前からロングテールって言っていたんじゃないですか？ 

 

――Netflix の社長がって、一般に言いませんでしたか。 

 

山川：そうですか。 

 

――クリス・アンダーソンの『ロングテール』を読むとわかるかもしれませんね。1冊

の本にまとまっていますから。Netflixがそもそもビデオのレンタル会社だから、意外

に言ったタイミングが古いのかもしれません。オンライン配信が元々後ですからね。

DVD借り放題が彼らの商売ですから。意外に早いのかもしれませんね。ちょっと僕の宿

題で調べますけど。 

 

――これから IT とかやっていきたい学生とかに、何かメッセージとかアドバイスがあ

れば、ぜひ伺えると。 

 

――そうですね。これを見るのは研究者か学生なんですよ。 

 

山川：ええ。 

 

――特に IT 系、メディアコンテンツ系、ネットで商売したい系みたいな、興味のある

学生がこのコンテンツを見る人は多いと思うんですよね。もちろん、研究者が普通に

歴史的なことで調べることはあるでしょうけど。どうですか、彼らに。 

 

山川：私は、もうこれだけ年を取って見てみると、細かい個々の現象ではなくて、世
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の中が何を軸足にして動いているのかというのを、この歴史の流れをズームダウンし

て見ると、次のビジネスが何かというのはわかるような気がするんですよ。 

 

――何なんですか。例えば、何をご覧になったんですか？ 

 

山川：私は、例えば、先ほど話した放送と、それからダウンロードするコンテンツの

話で、放送が変わってきますよということ。それから、コマーシャルが放送ではそん

なとれなくなりますよという話。それから、意外と変わらなかったのは、新聞と放送

とか通信との関係です。結構、ニフティの初期のころ、新聞社の人から、新聞はもう

なくなると思ったという話を聞きました。テレビでニュース番組を流すようになって

から、新聞はなくなるんじゃないかと思ったそうです。ただ、放送と新聞の根本的な

違いがあって、新聞は生き残るんですね。 

 

それは何かというと、例えば、ニュース番組の 15 分は 15 分見ないとわからないんで

す。ところが、新聞は 5 分で読めと言われたら 5 分で読めるんです。新聞を文字情報

と思わずに、あれは画像情報だと思うんです。そうすると、新聞の早読みができるん

ですよ。1面に何が出ていたの？活字の大きさは？パッパッ、パッパッ。これ、写真載

っけていたの？パッパッ、パッパッ。今日の重要なのはこれだけですねと。新聞はそ

ういう読み方ができるので。だから、あれをテキストを 1 文字ずつ追っかけていくの

ではなくて。1文字ずつ追っかけるんだったら、ネットでもできますよと。ネットで新

聞記事を読んだら、埋め草のも同じ大きさで出てきます。新聞は、埋め草は埋め草っ

てすぐわかるんです。認識できるんです。 

 

その辺のところはすごく面白くて。メディアはどこに特徴があって、何を人が評価し

ているのか。それを見つけると、次のビジネスが何なのかというのがわかるような気

がするんですよね。なくなるか、なくならないか。 

 

流れをずっと見てくると、なるほどと。人をベースにしたコミュニケーションはそれ

で大事なんですけれど、フルテキストがたくさん載るようになってくると、人はそん

なに依存しなくなります。でも、人間ってお互い助け合っているんだから大事でしょ

うといったときに、そこをまたビジネスにできるといい。それもあると思うんですよ。

だから、何に着目して、何を売っていくか。これは、こういう流れを見ているとすご

くわかる気がするんです。 

 

私は大体、交通イコール通信とよく言うんですけどね。お互い、代替関係にある部分

がかなりあると。 

 

――交通と通信。 

 

山川：ええ。 
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――中国語みたいですね。 

 

山川：ええ。 

 

――中国語で交通って通信の意味らしいから。 

山川：そうでした（笑）。 

 

――でしたよね。 

 

山川：ああ。それで、通信が発達すれば。 

 

――交通は必要なくなりますよね。 

 

山川：交通はそんなには依存しなくてもよくなるんです。 

 

――はずですよね。 

 

山川：ええ。ただ、交通をして、対面でコミュニケーションをとらなければいけない

場合は何かというのは、やはりきちんと選択しないといけないと思います。 

 

――うん。 

 

山川：それから、AI は上手に使うべきです。ただ、AI と、先ほど言ったような、社会

が持っていたフィルター機能で正しい情報が流布されていたことを、そこをぐちゃぐ

ちゃにしないほうがいい。新しいルールって何でしょうかと、これを見つけていかな

ければいけないし、そこをきちんとおさえられたら、次のビジネスはこれが伸びます

みたいなものが出てくるんじゃないのかなと思います。 

 

――なるほど。 

 

山川：後ですね、私は日本語を教えたりしているんですけれど。 

 

――そうなんですか。 

 

山川：ええ。それで、すごく面白いなと思うのは、英語の授業、英会話の授業があっ

て。ちょっと前は、情報は全て本に載っていたということなんですね。本に載ってい

たから、例えば、ラテン語をちゃんと勉強しておかなければいけないとか、それから、

文法がよくわかって、語彙をよく知っておかなければいけない。それが大事だったん

です。外国語は。 
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今、これだけ交通も通信も発達してくると、対面でコミュニケーションが取れますか

とか、オンライン、リアルタイムでコミュニケーションが取れますか。あなた、しゃ

べれるんですかと。自分の言いたいこと。というのが重要になってきて。だから、会

話が重要になってくるんですね。 

昔は極めて日本人的な発音をする英語の先生が英語の授業を担当して教えていて、そ

の先生に教わった生徒は英語スピーカーと話してもうまくコミュニケーションが取れ

なかった。だけど、書いてあればなんとかわかる。そういうのがあったんですが、今

は会話重視に変わってきていますね。 

昔の日本における英語の勉強の仕方というのは、ヨーロッパにおいて、ラテン語を学

習する人たちが学習する方法なんですね。ラテン語なんて、発音してしゃべって会話

する人はいないですから。本になっているものをどう読むかなんですよ。そのために

ラテン語が必要だったみたいな。だから、日本も、英語だとかドイツ語だとかフラン

ス語をラテン語的に必要としていたみたいな。それが、あなたはしゃべって、今、そ

の言語をしゃべる人とコミュニケーションが取れますかが重要になってくる。交通と

か、人の移動の量とか、そういうので、すごくそういうのが重要になってくる。 

 

――なるほどね。そこもまた AI に侵食されて、次の時代が来てしまう気もちょっとし

ますけど。 

 

山川：ええ。 

――まあでも、しばらくは少なくとも、そういう変化が来ているのが今という感じで

すか。 

 

山川：そうですね。多分、若い人たちは次のソリューションを見つけていくんでしょ

うね。我々も歴史的にさかのぼって考えて、常に我々がきちっと整理された社会を持

ってたかどうかというのは、これはクエスチョンマークです。常にぐちゃぐちゃの中

で、どうしたらいいだろうねと言いながら、次を模索してたんじゃないのかなと思い

ますね。 

 

〇現代の最前線と次の時代への視線 

――先ほどのデータベース論が僕はすごい面白くて。研究企業的な圧縮された本物と

スニペット的なものがあって、ここしか手に入らないときは、これを用意してくれる

人が大事だったんですけど、実はこれはデータだから、全てデータとして考えると、

この門番は要らないという話がありましたよね。ただ今の会話とか生で会っているよ

うなものは、今まであまりなかったんですが、今は TikTok や YouTube、それから Zoom

のようなもので、ライブな情報もどんどん増えてきている。それも多くなってきて、

では次は何なのだろうと。一つ前にこの役割だったものが次の時代では違うものにな

っていて、そのときに必要になるものは何なのか。そういう俯瞰する力というんでし

ょうか。そんな感じが、伺っていて思いましたね。メタ的に。 
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山川：ええ。それはすごく大事だと思います。それで例えば、YouTubeのように画像を

音声として固定するものでも、固定した途端に陳腐化の過程を歩き始めるんですね。 

 

――まあ、そうですね。 

 

山川：明日、遠藤さんと話したら、遠藤さんは違うことを言うかもしれないし。その

ライブ感覚を、今後、最新のものでどうやって生かしていく社会をつくるか。 

 

――それがですね。というかもう、完全に雑談になってる。 

 

山川：（笑） 

 

――Huluで BBC見れるんですね。BBCワールド（：BBCワールドニュース）が見れるじ

ゃないですか。あれのコンピュータ番組「クリック」というのがあるんですよ。あれ

を毎週見ているんですけど。そしたら、AI ドキュメンタリーというジャンルがもうで

きていると。そのための会社もできていて、ブライアン・イーノのドキュメンタリー

を AI で作る（：2024 年のドキュメンタリー映画「ENO」。ゲイリー・ハストウィット

監督）んです。AI で流すというか作るんですけど、要するに毎回違うんですよね。若

干エンジニアがスクリプトとかを作るんですけど、普通ドキュメンタリーフィルムっ

て、1回できたら固定じゃないですか。 

 

――はい。 

 

――なんですけど、来週やって、例えば来週ちょっと状況が変わったら、例えばほか

のあるミュージシャンが死んだりしたとしますよね。そうすると、それを踏まえて重

みが変わって、違うドキュメンタリーができるらしいんですよ。だから流動的ドキュ

メンタリーみたいな感じで、ライブパフォーマンスに近いというか。でも確かに陳腐

化するわけですから、固めたら。AI が持っているものを使って作品を、そのときの聴

衆とか、そのときのタイミングに最適なドキュメンタリーを作るみたいなことをやっ

ている会社の話が出てきて、やばいですよ。簡単に言うと。 

 

山川：面白いですね。 

 

――面白いです。だから生成できたら喜んでいるタイミングではもうなくて、次のと

ころに来ているんだなと。それでもう会社になっているの、えーみたいな感じでした

ね。 

 

山川：後ね、私、著作権というのはどこまで主張すべきかなというのは。 

 

――それもそうですね。 
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山川：グニュってあったでしょ。 

 

――え？ 

 

山川：グニュ。GNU（：GNU's Not Unix）。 

 

――ああ、ニューですね。発音が難しいやつ。 

 

山川：ええ。あれなんか、どちらかというと、コピーライト（Copyright）じゃない、

コピーレフト（Copyleft）と言ってますね。 

 

――そうですね。どんどん使ってくれと、その代わり、誰が作ったかというのは永遠

にたどってくれと。 

 

山川：はい。それは、著作者人格権だけですよね。 

 

――いわゆる著作なんとか権というのが三つ……。著作人格権と何だっけ（：著作権、

著作者人格権、著作隣接権？）。まあ、人格だけを伝えていくんですよね。経済的な

部分じゃなくて。 

 

山川：はい。で、日本語の著作権法というのはすごく難しいことを言っていると思う

んですね。それで、アメリカの著作権法って英語で何というかというと、Copyright 

Law と言います。Copyright Lawというのは複製権法なんですよね。複製法ですよね。 

――うんうんうん。 

 

山川：だから米国法では、もっと多分、簡単に取り扱っているんじゃないのかな。 

 

図書館という思想。かつて、ニフティのずっと前に、データベース業界と国会図書館

（：国立国会図書館）が対立したんですよ。知ってます？ 

 

――いや、知らないですけど、今、国会図書館が長尾（：長尾真）さん以降、超アグ

レッシブに変化していますから。 

 

山川：例えば、紀伊國屋（：紀伊国屋書店）とか丸善が CD-ROM でデータベースの内容

を出していますよね。これは電子出版だと。出版物は必ず 1 部、国会図書館に届けろ

と。法律に基づいて届けている。 

 

――そうですね。半値で買ってくれるのかな。 
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山川：ええ。それで、コピー自由ですと。 

 

――図書館ですからね。 

 

山川：ええ。これに対して文句を言ったんですよ。それでこれをコピーされたらかな

いませんと。それで図書館の思想というのは元々、コピーライトを否定したところに

あって、市民社会を健全に支えていって、知識の流布を促すためには、著作権には一

定の制限というかして、そして幅広い知識を市民に持ってもらわなきゃいけないとい

うのが図書館の思想ですよね。それとコピーライトというのはぶつかるところがある

んですね。だから今後、どうしていくのかなと思いましたね。著作権というのを法律

でどこまで認めていくのが社会の仕組みとして正しいのか。どこかで考えなきゃいけ

ない。 

 

――先ほどの、著作財産権（：著作者人格権？）でしたっけ。何かちょっと、ちゃん

と思い出せていない。相反するものを■していますよね。 

 

山川：ええ。 

 

――図書館って今、一部分だけ、本が全体じゃなければコピーしていいという感じで

すよね。 

 

山川：ええ。 

 

――いや……。 

 

――普通の図書館。でも、国会図書館……。 

 

――国会図書館は違うんです。 

 

――国会図書館は今、どんどんダウンロードできるんですね。 

――国会図書館は、おととしの 12 月に全文検索を、明治維新以降 2000 年ぐらいまで

の本を全文検索可能にして、今年の 4 月にもう 1 回リニューアルして、会員登録必要

なんですけど、何百万冊、かなりの冊数がオンラインで見れちゃうんですよ。 

 

――びっくりしました。 

 

――あのね、みんな静かにしているけど、特に人文系の研究者は超やばいと思ってい

る。というのは、昔すごい苦労して調べて、ある学説を唱えたとしますよね。それが

今や 4 秒ぐらい検索すると、それが間違っているとわかるんですよ。というのは、全

文検索するから。明治以降のものすごい数の。閲覧できるのは全部じゃないんですけ



60 

 

ど、でも閲覧もかなり増えたんですよね。この 4月で。何百万冊。 

 

山川：それはね、もう 30年、40年前、大学にいたとき、研究所にいたとき、図書館の

女性に言われました。 

 

――何ですか？ 

 

山川：こうやって、図書の文献検索ができるでしょう。なんとか先生が書いている、

この最後の引用のリストって違うんだとか。こうやってちゃんとコンピュータで並べ

ると、引用の順番が違っている。 

 

――その段階でもわかっていたのが、いよいよやばくなっているということだ。 

 

山川：ええ。だから全文検索できるようになると、もっと大変だと思いますね。 

 

――そうなんですよ。やばいんです。僕もこの間、「情報」という言葉を最初に使っ

たのは誰だみたいなのは、一撃でわかっちゃう。多分、昔だと半年がかりで調べたよ

うなことが。「銭湯」という言葉も、あるアメリカ人なんですけど、関東大震災のと

きにどうこうとか何か言ったんですけど、検索すると、やっぱり江戸時代にもう使っ

ていて。その程度のことが瞬時でわかったりするんですよね。やばいんですよ。でも、

その力はやっぱりすごいんですよ。 

 

山川：ええ。それは、やっぱり活用するに。 

 

――そうなんですよね。まあ、金払えばいいんじゃないかという気もしますけどね。

それこそ Web3 的な発想で、著作権者に、図書館に入ってからもお金が入るとか、何か

仕組みは。だから、これからできるチャンスがあるんですよ。AIも、Web3も。 

 

――博物館もそうですよね。各博物館が持っているそれぞれの画像というか、そのも

のの画像の著作権をコピーライトつけて、外に出すか出さないかって、結構今まで厳

しく持っていたものというのが、これからどうするかって。 

 

――うん。ねえ。まあ、もちろん著作権のほうも、これからミッキーマウスが切れる

だのなんだの、いろんな話がありますけど。そうですね。 

 

――CompuServe に最初に行かれたときの話に戻っていいですか。銀行の視察団は銀行

のお客たちを連れていったんですか？ 

 

山川：いいえ。企業グループの人たちです。 
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――CompuServe はどういう感じだったんですか？ 

 

――元々、あそこは計算センターですよ。 

 

――計算センターがあって、一つのビルにあった。 

 

――DEC のマシンが並んでいたというのは、ちょっと意外なんですけど。 

 

山川：そうですか。 

 

――計算センターですよ、元々。日本の計算センターとはだいぶ違うんだとは思うん

ですけど。 

 

山川：社員はパソコンを持っていました。ただ、会社として持っているのはコンピュ

ータです。 

 

――コンピュータが貴重だったときに、リソースを時間貸ししている会社だったと思

うんですよね。空いている時間があるから、パソコン通信みたいなので貸すと。

Amazon が、自社がクリスマスのときピークになるのに、普段空いているから企業に貸

しましょうみたいな、そういう感じですよ。 

 

山川：CompuServeは 1969年設立です。創業者は、ジェフ・ウィルキンスという人です

ね。 

 

――何者ですか？ 

 

山川：若い人だったんです、当時。コロンバスにある保険会社のオーナーの娘と結婚

して、その保険会社の電算機処理をやるので、別途会社をつくったんです。空き時間

もあったので、コロンバスの周りにプログラムを作っている人たちが、自分たちのパ

ソコンでは能力不足で走らせられないから、それを自分たちのセンターコンピュータ

の中に入れて、意見交換をできるようにしてあげようというのが一番最初でした。 

 

――なるほど。情報の民主化みたいなことも起きていた時代ですよね。アスキーにい

た、今泉洋さんとかご存じですか？ 

 

山川：覚えていますが、今、顔と名前は一致しないと思います。 

 

――アメリカに住んでいて、80 年ぐらいにアスキーにいろいろ情報を送ってきていて。

パソコン通信が始まるころの向こうの状況とか、いろいろやり取りしていたみたいで

すけどね。 
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山川：CompuServeにも行っていたんですか？その人は。 

 

――わかりませんね。どちらかというと、彼はもっとメディア寄りで、MTVとか、そう

いう情報が『ログイン』（：アスキーの雑誌。1983 年 4 月より月刊）とか『ASCII』

（：アスキーの雑誌。1977～）に結構載っているんですよ。そういう情報を送ってき

たりしていたみたいですけどね。 

 

山川：西（：西和彦）さんも何回か行っているでしょう。 

 

――そうでしょうね。あの辺は、ファミコンですら、メディアをつなげることを考え

ていたらしいですから。そのころのほうがニューメディア的というか。 

 

山川：ファミコン通信というのがありましたね。ファミコンがあれだけ普及している

から、ファミコンを端末として使ったサービスは 1 回、計画されたことがあって。で

も、ファミコンだと能力不足でできなくて。 

 

キャプテン（：キャプテンシステム）だって、一番最初、情報アクセスはよかったん

ですが、会社で使うためにプリントアウトしたいというと、喫茶店のレシートみたい

なのしか出てこない。そういう面がシャビーだったところもありますし。 

 

後、上りと下りの回線格差をつくるのかつくらないのかという問題もあって。ニフテ

ィは、回線の速度の格差はつくらないという主義なんですね。ビデオテックスは完全

に下りだけを速くして、上りは Aか Bか Cか選ぶ程度でした。 

 

――今では考えられないですね。 

 

――85 年にアスキーに入社したんですが、そのころまだ NAPLPS（：North American 

Presentation Level Protocol Syntax）とかいろいろやっていましたよ。 

 

山川：85年入社ですか。古いですね（笑）。 

 

――全然、僕は新しいですよ。アスキーの創業の連中は 77 年に始めているので、全然

遅れてやってきた感じなんですよね。 

 

――ありがとうございました。 
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